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商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

世界一の餅つき、和牛の炭火焼き、歌謡ショー、特産品販売な

ど、庄原の秋祭りは内容充実。秋祭りを巡って、実りの秋、食

欲の秋、芸術の秋・・・それぞれの秋を満喫しましょう。

　総領町最大のお祭「おいでん祭」。今年も、メイン会場となる
総領健康福祉センター横芝生広場では、自治振興区による出店
や地元特産品などの販売があるほか、一度に一石（150kg）の餅
を巨大な杵と臼でつきあげる「世界一の餅つき」が楽しめます。
また、ステージでは、地域の皆さんによる歌や踊り、郷土芸能な
どの披露をはじめ、恒例のＲＣＣラジオの公開録音では歌手の
大泉逸郎さんと南かなこさんの歌を堪能できます。また、総領
文化会館では、里山総領芸術展と銘打って、地域の皆さんが作
成された手芸品や工芸品、芸術作品の展示を行います。盛りだ
くさんの内容で大人から子どもまで楽しめる祭りです。
と　き　10月１日（日）　9時45分～
ところ　総領健康福祉センター横芝生広場・総領文化会館
問い合わせ
里山を楽しむ町イベント実行委員会
鈎0824－88－3060（総領支所地域振興課内）

　実りの秋を祝う祭り。野菜や
手作りのお菓子の販売などの出
店や、大人から子どもまで楽し
めるイベントが盛りだくさん。
と　き　10月22日（日）
ところ　西城球技場
問い合わせ
西城支所地域振興課
鈎0824－82－2121

　東城の産業、商業、文化の祭典。東城小
学校をメイン会場に行われます。今年は、
山陽女学園高等部のバトン部・マーチン
グ部や中国スーパー雑技団が華麗な技を
披露してくれます。また、歌謡ステージは『瀬
口侑希』さん。その他、○×クイズやお楽
しみ抽選会など充実のステージです。屋
台テントや展示広場での作品も並びますよ。
と　き　10月22日（日）　9時～
ところ　東城小学校グラウンド
問い合わせ
ふれあい東城まつり実行委員会
鈎08477－2－5211

　2年に1度開催するこのお祭りは、口和地域のシ
ンボルである「牛」をテーマにした一大イベントで
す。会場内では、和牛の炭火焼き、牛もも肉の丸焼
きのほか、地元特産品も数多く販売します。また、
和牛の大行進や郷土芸能、神野美伽さんのステー
ジショーなど盛りだくさんです。お徳な炭火焼肉
の前売券2,200円（200g）、2,500円（250g）があ
ります。
と　き　10月7日(土)　10時～、8日(日)　9時～
ところ　口和総合運動公園
問い合わせ
口和モーモー祭実行委員会
鈎0824－87－2111（口和支所地域振興課内）

おいでん祭

西城ふるさと祭り

第14回比和やまびこ祭

第24回ふれあい東城まつり

第10回口和モーモー祭

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市
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今月の主な内容

■国民年金保険料免除制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるりしょうばらカメラレポート・・・・・・・・・・

■庄原市職員を募集します・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■公衆無線LAN運用開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■医療費などの自己負担が変わります・・・・・・・・

■秋の行政相談週間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■忘れていませんか？予防接種・・・・・・・・・・・・・・

■熱く燃えた庄原の夏祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■記録的な豪雨災害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成18年度市政懇談会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■シリーズ市の台所事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■「パトカーの駅」が設置されました・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　地元比和中学校生徒による広
島県無形民俗文化財「比和牛供
養田植え」の披露や、比和特産の「そ
ば」早食い競争などのイベント
が行われます。また、広島牛の丸
焼きをはじめとする各種バザー
もいっぱいです。
と　き　10月22日（日）   9時～
ところ　比和総合運動公園
問い合わせ
比和やまびこ祭実行委員会
鈎0824－85－3000（比和支所地域振興課内）

8／26　よいとこ大パレード

響け庄原の夏祭り響け庄原の夏祭り

SHOBARA YOITOKO MATSURI 2006 [BU-YU-DEN]
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遊夏祭（東城）8/12
SAT

庄原よいとこ祭8/27
SUN

8/26
SAT

ふるさとの盆踊り花火大会（比和）8/15
TUE

ヒバゴン郷どえりゃあ祭（西城）8/13
SUN

七夕まつりinふるさと高野8/5
SAT

夜空を彩る花火大会、威勢のいいパレード、帰省客と踊った盆踊りなど、市内各地を熱く盛
り上げた夏祭り。祭りをこよなく愛する地域住民をはじめ帰省客や観光客でにぎわいました。

熱く燃えた
庄原の夏祭り
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　この大雨の影響で、住宅の一部損壊や床上、床下浸水などの被害がでたほか、

150世帯 434人が集会所や知人宅などに避難しました。また、土砂崩れなど

で多くの幹線道路が通行止めになり、交通機関にも乱れがでました。

　市のまとめによると、８月18日現在で、道路や農地などの土木関係被害が

743件・20億7,339万円で、県道や国道を合わせるとその被害額は30億円

を超えると予想され、昭和47年災害以降最悪の水害となりました。

７月18日夜から19日朝にかけて、梅雨前線の活動が活発となり、
観測史上最高になった高野地区をはじめ記録的な大雨になりました。

梅雨末期における大雨による被害状況

　９月は台風の上陸が増えます。台風は大雨や暴風などをもたらし、甚大な被
害を引き起こします。台風が接近してから屋外に出るのは危険です。気象情報
を利用して台風がくる前に、家庭や地域で対策をとりましょう。
①外出はなるべく控える。
②いつでも避難できるように、非常持ち出し袋を準備する。
③停電に備え、懐中電灯、ろうそく、携帯ラジオ、予備の電池を準備する。
④飲料水、生活用水を確保する。
⑤避難場所やコースを確認しておく。
⑥飛ばされそうなものは、室内に移すか固定する。

雨量（7月17日～20日）

台風時の防災対策

記録的な豪雨災害

単位(mm)

観測局名

庄　原

西城支所

東　城

永　田

高　野

比　和

中領家

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

地区

62

88

76

65

150

102

51

7月17日

44

119

59

75

174

159

26

7月18日

90

72

69

73

43

47

85

7月19日

68

62

61

75

43

46

53

7月20日

264

341

265

288

410

354

215

合計

建設課(土木）関係は平成18年8月18日現在（単位：箇所・千円）

区　　分
庄原市
全　体

公
共
土
木
災
害

農

地

及

�

農
業
施
設
災
害

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

113

469,150

171

611,750

284

1,080,900

211

272,300

229

595,360

440

867,660

19

124,825

743

2,073,385

14

42,000

2

3,300

16

45,300

33

40,600

45

185,100

78

225,700

5

16,848

99

287,848

28

98,400

44

152,300

72

250,700

21

35,150

26

145,200

47

180,350

119

431,050

20

82,750

22

93,500

42

176,250

78

97,700

67

120,200

145

217,900

7

51,600

194

445,750

12

25,300

30

59,100

42

84,400

21

21,900

33

48,600

54

70,500

2

36,000

98

190,900

21

59,200

49

256,650

70

315,850

37

52,110

45

78,710

82

130,820

152

446,670

11

85,300

20

38,800

31

124,100

18

22,840

11

13,050

29

35,890

4

15,300

64

175,290

7

76,200

4

8,100

11

84,300

3

2,000

2

4,500

5

6,500

1

5,077

17

95,877

道　路

河　川

計

農　地

施　設

計

林道災害

土木関係合計

内　　訳

庄　原 西　城 東　城 口　和 高　野 比　和 総　領

農
業
被
害

箇所数

被害額

被害面積

被害額

被害面積

被害額

被害額

3

55,000

129.22ha

24,674

0.10ha

300

79,974

50.14ha

3,400

3,400

15.60ha

1,389

1,389

28.01ha

2,116

0.10ha

300

2,416

11.70ha

1,764

1,764

13.42ha

15,820

15,820

10.30ha

134

134

0.05ha

51

51

その他
（電気供給施設

・豚舎２）

農作物

樹体被害

農産関係合計

住
家
被
害

箇所数

箇所数

箇所数

箇所数

77

3

2

24

7 26

2

10

10

2

2

2

9

13

1

3

18 1床下浸水

床上浸水

一部損壊

（宅地崩落）

公
共
施
設
被
害

箇所数

被害額

箇所数

被害額

箇所数

被害額

2

25,000

2

700

1

1,000

1

1,000

1

5,000

1

200

1

20,000

1

500

中学校

小学校

地域イントラ
（光ケーブル）

文
化
財

被
�
害

箇所数

被害額

1

100

1

100
天然記念物

21億8,016万円

　7月17日からの大雨による災
害状況を取りまとめたものです。

「公共土木災害」へは、6月22日～
26日の大雨による被害、7月1日
～2日の大雨による被害を含んで
います。
　「農地及び農業施設災害」へは、
6月22日～26日の大雨による被
害を含んでいます。
　農作物被害は、水稲・アスパラ
ガス・ほうれん草・青ネギ・きゅう
りなどの被害です。樹体被害は崩
土によるリンゴの倒木です。
災害による通行規制
■国県道
通行止め：７路線10箇所
片側交互通行：３路線５箇所
■市道など
通行止め：20路線20箇所

総被
害額

県道下門田泉吉田線（高野）県道下門田泉吉田線（高野）
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総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
の
概
要
に
つ
い
て

　7月11日から8月19日まで、市内18会場で延

べ720人の参加を得て市政懇談会を開催しました。

　市政懇談会では、市政運営報告のほか、「自治振

興区の活動」と「農業自立振興プロジェクト」を共

通課題とし、自治振興区活動や農業による定住

社会の復活をめざす農林業の再興について説明

しました。また、庄原地域では、来年度から地区公

民館を自治振興センターに移行する構想につい

て説明しました。

　意見交換では、自分たちの手で住み良いまち

にしていきたいという強い思いのもと、多くの

建設的な意見が出されました。いただいたご意

見は、これからの市政運営に反映していきたい

と考えています。ご意見の一部を抜粋し、掲載し

ます。

Q

　
　
市
の
医
療
拠
点
で
あ
る

　
　
日
赤
病
院
へ
産
婦
人
科
の

医
師
が
不
在
で
す
が
、

ど
う
い
う
状
況
で
す
か
。

　
　
農
業
自
立
振
興

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

具
体
策
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

QQ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

実
施
に
つ
い
て

Q

上
野
総
合
公
園
の
完
成
と

一
般
の
使
用
は
ど
う
な
る
の
か

QQ

A
  

　

こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
を

は
じ
め
多
く
の
団
体
か
ら

強
い
要
望
が
あ
り
、福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
総
合
拠
点
施
設
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
19
年
度

の
２
年
間
で
建
設
し
ま
す
。本
年

度
の
予
算
額
は
７
億
８
千
万
円

余
で
、建
設
場
所
は
、総
合
体
育

館
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
、

建
築
面
積
は
２
、０
０
０
㎡
、一

階
平
屋
建
て
で
、駐
車
場
は
２
０

０
台
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

施
設
内
の
ホ
ー
ル
は
３
０
０
席

程
度
を
整
備
し
、移
動
式
の
椅
子

も
考
え
て
い
ま
す
。敷
地
内
に
広

場
を
整
備
し
、多
様
な
利
用
が
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
が
大
変
厳
し
い

中
で
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
は
試
算
で
約
86
億
円
の
事
業

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。果
た
し

て
80
億
円
も
の
投
資
が
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
広
域
の
面
積
で
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
行
っ
た
例

は
全
国
的
に
も
少
な
く
、面
積
が

広
域
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
投
資

も
大
き
く
な
り
ま
す
。い
つ
ま
で

も
結
論
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、今
年
度
中
に

は
さ
ら
に
調
査
を
行
っ
て
最
終

的
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今

年
度
に
完
成
予
定
で
す
。

供
用
を
開
始
す
る
前
段
で
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
試
験
的
な

使
用
を
考
え
て
い
ま
す
。第
３
種

公
認
の
陸
上
競
技
場
は
、各
種
の

記
録
会
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
活
用

で
き
る
ほ
か
、芝
の
部
分
は
、サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
使
用
も
で
き
、

広
く
市
民
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。な
お
、施
設

の
管
理
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
新
聞
社
が
行
っ
た
統

計
の
と
り
方
に
よ
る
と
、

全
国
の
政
令
市
や
町
村
を
除
い

て
全
国
ワ
ー
ス
ト
20
位
と
い
う

こ
と
で
す
が
、借
金
の
７
割
は
交

付
税
と
し
て
返
っ
て
く
る
も
の

も
あ
り
、実
際
に
は
ど
の
よ
う
な

借
金
を
し
て
い
る
か
中
身
を
見

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。平
成
18

年
度
末
に
お
い
て
庄
原
市
に
は

約
570
億
円
の
借
金
が
あ
る
予
定

で
す
が
、そ
の
５
割
か
ら
６
割
は

交
付
税
と
し
て
返
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、広
大
な
面
積
で
人
口
が

少
な
く
、税
収
も
少
な
い
中
で
財

政
運
営
が
厳
し
い
の
は
現
実
で
す
。

職
員
の
人
件
費
な
ど
経
費
抑
制

に
努
め
て
い
ま
す
が
、三
位
一
体

改
革
な
ど
で
歳
入
が
減
っ
て
く

る
と
、こ
れ
ま
で
通
り
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
困
難
な
状
況
に
な
り

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
無

理
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、ま
ず
は
財
政
再
建
団
体

に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
喫
緊
に

必
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。築
50
年
の
老
朽
化
し
た

建
物
で
、手
狭
で
耐
震
強
度
も
な

く
、災
害
の
際
の
市
民
の
避
難
場

所
に
も
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、合

併
後
本
庁
舎
は
分
散
さ
れ
て
お
り
、

本
庁
と
し
て
機
能
が
十
分
発
揮

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。市
民
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
な
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
、集
中
し
効
率
よ
く
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。財
政
面
だ
け
で
考
え

な
い
で
、必
要
な
こ
と
は
実
施
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。特
に
市

庁
舎
な
ど
は
、通
常
で
あ
れ
ば
有

利
な
借
金
は
難
し
い
の
で
す
が
、

今
の
時
期
な
ら
合
併
特
例
債
な
ど
、

有
利
な
借
金
が
可
能
で
あ
り
、ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
建
設
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。今
年
度
は
、

本
庁
舎
周
辺
の
用
地
買
収
を
行
い
、

来
年
度
に
か
け
て
設
計
・
建
設
に

着
手
し
、平
成
20
年
度
中
に
は
完

成
さ
せ
た
い
と
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。事
業
費
は
、現
在

の
と
こ
ろ
約
39
億
円
を
予
定
し
、

財
源
は
お
よ
そ
基
金
が
６
億
円
、

国
の
補
助
金
が
２
億
円
、県
の
交

付
金
が
２
億
３
千
万
円
、合
併
特

例
債
が
約
27
億
１
千
万
円
、一
般

財
源
な
ど
が
１
億
６
千
万
円
で

す
が
、で
き
る
だ
け
事
業
費
を
圧

縮
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

産
婦
人
科
医
師
の
確
保
に

つ
い
て
早
期
に
確
定
す
る

よ
う
い
ろ
ん
な
方
面
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。医
師
の
研
修
制
度

の
変
更
や
奨
学
金
制
度
を
設
け

る
な
ど
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、早
期
な
確
保
は
困
難

な
状
況
で
す
。今
後
も
日
赤
病
院

と
連
携
し
な
が
ら
広
島
大
学
や

医
師
会
な
ど
へ
お
願
い
を
続
け
、

県
知
事
に
対
し
て
も
要
請
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
振
興
の
方
向
性
を
明
確

に
し
、そ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な

戦
略
、農
業
施
策
を
提
案
し
、専
業
・

兼
業
・
高
齢
者
の
各
農
業
経
営
形

態
に
応
じ
た
農
業
所
得
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。現
在
の
具
体
策
で
す
が
、

消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ
る｢

安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
生
産
地｣

の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
、

堆
肥
を
有
効
活
用
し
た｢

土
づ
く

り
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業｣

と
し
て
、堆
肥
利
用
促
進
事
業
及

び
土
壌
分
析
支
援
事
業
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、市
が
独

自
に
営
農
指
導
員
体
制
を
設
け
、

県
普
及
員
や
農
協
の
指
導
が
行

き
届
か
な
い
部
分
を
対
象
に
野

菜
な
ど
の
少
量
多
品
目
の
生
産

拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
活
動
を

始
め
ま
し
た
。山
菜
や
つ
ま
も
の

な
ど
の
商
品
化
も
進
め
、す
で
に

広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
や
料
亭
で

一
部
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
や
流
通
部

門
の
対
応
は
、新
し
く
設
立
し
た

庄
原
市
１
０
０
％
出
資
の
㈱
庄

原
市
農
林
振
興
公
社
が
担
い
ま
す
。

庄
原
地
域
で
は
、自
治
振
興

区
と
公
民
館
活
動
の
区
域

が
一
致
し
て
い
ま
す
。庄
原
地
域

か
ら
、一
体
的
な
組
織
の
中
で
地

域
を
運
営
し
た
い
と
要
望
も
あ

り
ま
し
た
。地
域
の
要
望
を
踏
ま

え
る
中
で
、
活
動
の
重
複
、
縦
割

り
の
解
消
に
よ
る
効
率
化
を
図

る
た
め
、平
成
19
年
度
か
ら
庄
原

地
域
に
お
い
て
、モ
デ
ル
的
に
公

民
館
を
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に

移
行
し
、自
治
振
興
区
の
活
動
拠

点
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
公
民
館
が
担
っ
て
い

ま
し
た
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い

て
は
、自
治
振
興
区
の
主
体
的
な

取
り
組
み
、あ
る
い
は
教
育
委
員

会
か
ら
の
委
託
と
い
う
形
で
の

取
り
組
み
に
よ
り
推
進
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
現
在
、
関
係
の
区

長
さ
ん
や
公
民
館
の
運
営
審
議

会
な
ど
へ
説
明
し
、移
行
へ
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

庄
原
地
域
以
外
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
民
館
と
自
治
振
興
区
の
活
動

範
囲
が
一
致
し
て
い
な
い
状
況

も
あ
り
ま
す
。庄
原
地
域
の
成
果

や
地
域
の
実
情
、地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

AA

A

A

AA 　
　
庄
原
市
の
市
民
一
人
あ
た

　
　
り
の
借
金
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
20
位
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

し
て
ほ
し
い
。

情報推進課広報統計係　鈎0824－73－1159

平成18年度市政懇談会

本
庁
舎
は
、財
政
状
況
が

改
善
さ
れ
て
か
ら

建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か

Q

公
民
館
の
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
行
に
つ
い
て

Q
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　本市は、今年７月に電気通信事業者の免許を取得。10月
から公衆無線ＬＡＮの運用を開始します。この整備は、今
年３月に作成した「庄原市地域情報化計画」の短期事業計
画として位置付けられています。

地　　域 場　　所

庄原地域

西城地域

東城地域

口和地域

高野地域

比和地域

総領地域

交流サロン「ラッキー」

高公民館

食彩館しょうばらゆめさくら

西城支所1階オープンスペース

東城支所1階ホール

口和公民館

高野支所2階オープンスペース

比和公民館

総領公民館

公衆無線LAN整備個所（別表１）

※１ 施設内での利用できる場
所は、決められていますので、
その範囲内でご利用ください。
※２ 施設の休館日には利用で
きません。（サービス提供時間
については、各施設にお問い
合わせください。）

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
っ
て
何
？

ど
こ
に
整
備

さ
れ
て
い
る
の
？

ど
う
し
て
整
備
し
た
の
？

手
続
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画
の

進
展
は
？

情報推進課 情報推進係　鈎0824-73-1113

公衆無線LAN

運用開始

－しょうばらネットこれが無線の
装置なんじゃな。

一部のパソコンには、
無線LANカードが

必要ですよ。

　
こ
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ

い
て
、博
士
と
助
手
が
話
を
し
て

い
ま
す
よ
…
…

助
手
…
ま
ず
は
、
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
の
背
景
に

つ
い
て
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

博
士
…
君
も
知
っ
て
い
る

と
お
り
、
庄
原
市
内
の
一

部
地
域
で
は
、高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地

域
で
は
、遅
い
通
信
回
線
し
か
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

じ
ゃ
。
ま
た
、
こ
の
環
境
を
整
備

す
る
民
間
事
業
者
の
参
入
も
見

込
め
な
い
。こ
の
よ
う
な
状
況
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、住
民

が
持
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
も

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

利
用
で
き
る
場
所
を
、今
回
整
備

す
る
こ
と
に
し
た
ん
じ
ゃ
。

助
手
…
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
を
使
わ

ず
に
無
線
で
通
信
で
き
る
ん
で

し
ょ
。博

士
…
そ
う
じ
ゃ
。
最
近

は
家
庭
の
中
で
も
パ
ソ
コ

ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
の
を

見
る
こ
と
が
あ
る
。こ
れ
は
ケ
ー

ブ
ル
の
代
わ
り
に
、無
線
を
使
っ

て
通
信
を
行
う
方
法
じ
ゃ
。こ
の

無
線
で
の
通
信
は
何
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
先
で
も
利
用
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
、今
回
整
備
す
る
施
設

内
で
の
利
用
を
想
定
し
た
も
の

じ
ゃ
。

助
手
…
ふ
む
ふ
む
…
で
、

ど
こ
で
使
え
る
ん
で
し
ょ

う
か
？博

士
…
今
回
は
、
市
内
９

個
所
に
整
備
を
行
う
。
場

所
は
別
表
１
の
と
お
り
じ
ゃ
よ
。

助
手
…
こ
の
よ
う
な
施
設

に
整
備
し
た
目
的
は
？

博
士
…
市
内
各
公
民
館
で

は
、現
在
Ｉ
Ｔ
講
習
会
が
実

施
さ
れ
て
お
る
が
、設
置
さ
れ
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
も
老
朽
化
し
て
お

り
、自
分
の
持
っ
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
で
講
習
を
受
け
た
い
と
の
声
も

あ
っ
た
。今
回
公
民
館
へ
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
高
速
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、市
民
の

皆
さ
ん
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　「
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
　
ゆ
め

さ
く
ら
」で
は
、観
光
客
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、観
光
客
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
で
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
治
振
興
区

の
活
動
支
援
も
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
じ
ゃ
。助

手
…
最
近
は
、
画
像
や

動
画
が
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
増
え
て
き
て
、遅
い
通
信
環

境
で
の
講
習
会
で
は
、な
か
な
か

画
面
が
表
示
さ
れ
な
い
と
き
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
講

習
会
で
、普
段
自
分
が
使
っ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
新
し
い
利
用
方
法

に
つ
い
て
学
習
が
で
き
ま
す
ね
。

助
手
…
私
も
使
っ
て
み
た

い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

博
士
…
「
庄
原
市
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用
申
込
書
」

を
市
役
所
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
申
込
受
付
は
10
月
か
ら
。

用
紙
は
市
役
所
の
本
庁
・
支
所
か

接
続
施
設
で
も
ら
う
か
、庄
原
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
利

用
の
際
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る「
庄
原
市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利

用
基
準
」に
同
意
し
な
い
と
申
し

込
み
は
で
き
な
い
ぞ
。
ま
た
、
18

歳
以
下
の
人
が
申
し
込
み
を
す

る
と
き
は
、保
護
者
の
同
意
が
必

要
じ
ゃ
。

　
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
が
利
用
で

き
る
わ
け
じ
ゃ
が
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
に
感
染
す
る

危
険
性
も
あ
る
。公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
利
用
も
含
め
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
す
る
と
き
は
、セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
万
全
に
し
て

お
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
か
ん
ぞ
。

助
手
…
利
用
料
金
が
い
り

ま
す
か
？

博
士
…
利
用
料
金
は
無
料

で
提
供
さ
れ
る
そ
う
じ
ゃ
。

助
手
…
私
の
パ
ソ
コ
ン
で

も
利
用
で
き
る
の
か
な
～
？

博
士
…
最
近
の
パ
ソ
コ
ン

の
中
に
は
、
購
入
時
か
ら

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
を
搭
載

し
た
機
種
が
あ
る
が
、そ
う
で
な

い
機
種
は
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
標

準
規
格
で
あ
る
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
規
格

に
準
拠
し
た
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
カ
ー

ド
と
い
う
も
の
を
購
入
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー

を
搭
載
し
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
が
よ
い
。基
本
的
に
は
施
設

の
電
源
を
利
用
す
る
こ
と
は
、で

き
ん
か
ら
の
～
。設
定
の
方
法
な

ど
不
明
な
点
は
市
役
所
情
報
推

進
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
み
れ
ば

よ
か
ろ
う
。

助
手
…
さ
ー
て
、
私
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
っ
と
～

助
手
…
今
年
３
月
に
作
成

さ
れ
た
「
庄
原
市
地
域
情

報
化
計
画
」
で
は
、
短
期
事
業
と

し
て
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

博
士
…
観
光
イ
ベ
ン
ト
を

情
報
配
信
す
る
「
観
光
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
」は
昨
年
度「
ゆ

め
さ
く
ら
」で
稼
働
を
開
始
し
た
。

　
今
年
度
は
道
の
駅「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ

さ
ろ
ん
東
城
」、「
リ
ス
ト
ア
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」（
総
領
）
で
も
、
情
報

配
信
が
計
画
さ
れ
て
お
る
。

助
手
…
な
る
ほ
ど
～
今
か

ら
が
楽
し
み
で
す
ね
。
え

ー
と
、こ
の
短
期
事
業
計
画
中
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
中
期

事
業
計
画
を
策
定
す
る
と
あ
り

ま
し
た
が
…

博
士
…
こ
の
中
期
事
業
を

実
施
す
る
に
は
、
莫
大
な

費
用
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

で
き
る
だ
け
こ
の
事
業
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、い
か

に
費
用
を
抑
え
つ
つ
、市
が
課
題

と
し
て
い
る
情
報
化
の
課
題
を
少

し
で
も
ク
リ
ア
で
き
る
か
、重
要

な
計
画
じ
ゃ
。

博
士
…
な
お
こ
の
計
画
は
、

今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る

予
定
じ
ゃ
。
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【70歳未満の方】

平成18年9月30日まで

上位所得者

一　　　般

低所得者
（住民税非課税）

139,800円＋
＜医療費－466,000円＞×1%

（４回目から77,700円）

72,300円＋
＜医療費－241,000円＞×1%

（４回目から40,200円）

35,400円
（4回目から24,600円）

【70歳以上の方、老人保健対象者の方】

平成18年9月30日まで

負担区分

一定以上
所得者

一　　般

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

外来の
限度額

入院及び
世帯ごとの限度額

72,300円＋
＜医療費－361,500円＞

×1%
（４回目から40,200円）

40,200円

12,000円 40,200円

24,600円

15,000円

8,000円

8,000円

平成18年10月1日から

負担区分

一定以上
所得者

一定以上
所得者

（経過措置適用）

低所得Ⅱ

一般

低所得Ⅰ

外来の
限度額

入院及び
世帯ごとの限度額

80,100円＋
＜医療費－267,000円＞

×1%
（４回目から44,400円）

44,400円

12,000円 44,400円

44,400円

24,600円

12,000円

8,000円

15,000円8,000円

平成18年10月1日から

上位所得者

一　　　般

低所得者
（住民税非課税）

150,000円＋
＜医療費－500,000円＞×1%

（４回目から83,400円）

80,100円＋
＜医療費－267,000円＞×1%

（４回目から44,400円）

35,400円
（4回目から24,600円）

医療費などの
自己負担が変わります

　これまで厚生労働省が指定する特定疾病（血友病など）により長期治療が必要な方は、「特定疾病療養受療

証」が交付され、自己負担限度額が月額10,000円までとなっていました。

　平成18年10月からは、慢性腎不全で人工透析を要する方のうち、70歳未満の上位所得者については、自己負

担限度額が月額20,000円に引き上げられます。

　また、「特定疾病療養受療証」は新しい様式の証を交付します。新しい証が届きましたら、現在お持ちの証は

破棄してください。

※上位所得者とは、基礎控除後の所得が合計600万円を超える世帯。

医療機関で高額な医療費の支払いをしたときは、市役所で

申請すると自己負担限度額をこえた部分が高額療養費（老

人保健の場合は高額医療費）として支給されます。

　「○保険証（※1）」をご使用の世帯には、手続き
をしていただくことなく、これまでどおり「○保
険証」を交付します。

※1「○保険証」…修学のため親元から離れ、家族
と住所（住民票）を別にしている学生に交付する
もので、○の表示がしてあります。 

　現在使われている「国民健康保険被保険者証（保
険証）」は、9月30日が有効期限です。新しい保険証は、
保険税に1年以上の滞納がある世帯を除いて交付し
ますので、10月1日以降に受診されるときは、新しい
保険証を必ず医療機関などの受付窓口へ提示して
ください。
　なお、現在お持ちの保険証は10月になりましたら
破棄していただき、届いた新しい保険証は、平成19
年9月30日の有効期限まで大切にご使用ください。

　新しい保険証は、黄色の封筒で遅くとも有効期限が
切れる２日前までにはお届けする予定です。
　なお、転入・転居を最近された世帯や、住所地以外へ
郵便物の配達を希望される世帯は、間違いなく保険証
が配達されるように郵便局への届出をお願いします。

　8月4日発送の行政文書において、「庄

原市国保からのお知らせ」を回覧しま

したが、この中で公的年金を受給され

ている方の国民健康保険税の所得割の

算定についての説明に誤りがありまし

たので、お詫びして訂正いたします。

　公的年金を受給されている方の国民健康保険税の所得割算定において（特別控
除）15万円をするような例を示しておりましたが、所得割算定において（特別控除）
はありません。（特別控除）は保険税の減額を行うときの、所得判定において控除
します。正しくは次のとおりです。

　「遠隔地保険証（※2）」をご使用の世帯には、新
しい保険証は「通常の保険証」として1枚になっ
ているものを交付します。このため、引き続き「遠
隔地被保険者証」の使用を希望される場合は、届
いた保険証と印鑑を持参の上、市民生活課戸籍
住民係または各支所市民課・市民生活課で交付
申請の手続きをしてください。

※2「遠隔地保険証」…短期の就労やその他の理
由で、住所（住民票）は庄原市においているが、家
族と離れて生活する人に、家族とは別に交付す
るもので、○の表示がしてあります。

「国民健康保険証」
更新のお知らせ

この度の医療制度改革により、平成18年10月1日から国民健康保険や
老人保健の制度が一部変更されることになりました。

　70歳以上の高齢者（老人保健対象者も含む）のうち所得が一定以上ある方は、医療費の自己負担割合が3割
になります。
　※一定以上所得者とは、同一世帯の高齢者に課税所得が145万円以上の方がいる場合。

　医療費が高額になったときの1月あたりの自己負担限度額が次の表のとおりとなります。

高齢者（一定以上所得者）の自己負担割合が3割になります

　療養病床に入院する70歳以上の高齢者（老人保健対象者も含む）について、介護保険との負担の均衡を図る
ため、自己負担部分が見直され、食費（食材料費・調理コスト相当）・居住費（光熱水費相当）の標準負担額が次
のとおりとなります。

入院した場合の食費・居住費の負担が見直されます

医療費の自己負担限度額が引き上げられます

人工透析患者の自己負担限度額が一部引き上げられます

※上位所得者とは、基礎控除後の所得が合計600万円を超える世帯。

○保険証

黄色い封筒で９月末までに送付します

学

遠隔地保険証

学

学

学

学

遠

お詫びと訂正

18年度の※保険税算定基礎 ＝ 80万円  － 13万円  －　33万円　＝ ※ 34万円 

19年度の※保険税算定基礎 ＝ 80万円  －  7万円　－　33万円　＝ ※ 40万円 

20年度の※保険税算定基礎 ＝ 80万円  　　　　　 －　33万円　＝ ※ 47万円 
※保険税算定基礎 に対して所得割の税率を乗じて、所得割額を算出します。

例） 年金所得80万円のみの場合 
（経過措置分）（基礎控除）

訂正
箇所

保健医療課　医　療　係　鈎0824-73-1155
　　　　　　国保年金係　鈎0824-73-1158
　

区　　　分

一定以上所得者・一般

低所得Ⅱ　（住民税非課税世帯）

低所得Ⅰ①（年金受給額80万円以下など）

低所得Ⅰ②（老齢福祉年金受給者）

標準負担額

食　費 居住費

460円/食

210円/食

130円/食

100円/食

320円/日

－

※低所得Ⅰ・Ⅱの方は、市への申請に

　より交付される「限度額適用・標準

　負担額減額認定証」の提示が必要

　です。
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内
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員
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�
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�
�
�
住
�
�
�
�
�
�
地
域
以

外
�
�
相
談
�
応
�
�
�
��
気
軽
�
�
相
談
�
�
�
�
�

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

中山　忠昭

伊達　正信

毛利妃沙惠

石田　湶也

西本　法照

村尾　孝吉

田邊　　剛
たなべ　       たけし

むらお　   こうきち

にしもと　  ほうしょう

いしだ　    いずなり

0824-72-5873

0824-82-3256

08477-2-4027

0824-89-2022

0824-86-2124

0824-85-2209

0824-88-2446

毎月第3木曜日
13時30分～16時30分

11・2月の第3木曜日
13時30分～16時30分

毎月第3木曜日
13時30分～16時30分

毎月10日
9時から12時

9月28日（木）
10時～15時

毎月第3木曜日
13時30分～16時30分

10・12・2月の第3木曜日
13時30分～16時30分

庄原市老人福祉センター

しあわせ館

東城町老人福祉センター

口和老人福祉センター

庄原市役所高野支所

比和文化会館

総領健康福祉センター

鈎0824―72―5151

鈎0824―82―3351

鈎08477―2―0488

鈎0824―89―2320

鈎0824―86―2115（市民課）

鈎0824―85―3005（教育課）

鈎0824―88―3110（保健福祉係）

●定期相談日が、相談場所の閉館日にあたる場合は、日時の変更又は中止となります。

●定期相談日以外の日にも、各委員の自宅で相談を受け付けています。

●問い合わせ　市民生活課生活安全係　鈎0824―73―1154

なかやま　 　ただあき

だ　て　　 まさのぶ

もうり   　ひさえ

地域 氏　　名 自宅電話番号 定期相談日 定期相談場所忘れていませんか？お子さんの予防接種
　生まれたばかりの赤ちゃんは、お母さんから病気に

対する抵抗力（免疫）を受けています。しかし、成長する

につれて、そのほとんどが失われてしまいます。このた

め、子ども自身で免疫をつくって、病気を予防する必要

があります。その助けとなるのが「予防接種」です。

　予防接種とは、感染症の原因となるウイルスや細菌、

または菌が作り出す毒素の力を弱めて「ワクチン」をつ

くり、これを身体に接種して、その病気に対する免疫を

つくることをいいます。予防接種は、子ども自身が重大

な病気にかからないように、ということはもちろん、病

気の流行を抑えて弱い人たちを守る、という目的もあ

ります。

　庄原市が実施している予防接種は次のとおりです。

お子さんの年齢や体調に合わせて、計画的に接種しま

しょう。

 これまで、一部地域のみで導入していた「広域化予防接種」を、平成18年４月

から庄原市全域で実施しています。これは、市が発行する「予防接種券」を使

って、県内の受託医療機関で予防接種が受けられるシステムです。

 予防接種券ならびに予診票は、新生児訪問の時にお渡しするほか、下記の予

防接種担当課で交付しています。

※麻しん風しん混合予防接種は、麻しんまたは風しんにかかった場合は接種できません。その場合は、かかっ

ていない方の単独ワクチンが接種できますので、予防接種担当課までご連絡ください。

※日本脳炎予防接種は、現在、中止しています。

庄原市では、予防接種の種類や副反応、受け方

などを解説した冊子「予防接種のご案内」を配

布しています。

春と秋（概ね4月と10月）に実施しています。指定された日時に会場までお越しください。

6週間以上の間隔で2回

種  類 接種期間 望ましい接種期間 接種回数および接種間隔

ポリオ 生後3ヵ月以上90ヵ月未満 生後3ヵ月以上18ヵ月未満

（1）集団接種

（2）個別接種

保健医療課　保健予防係（庄原市保健センター内）　鈎0824-72-7074

西 城 支 所　保健福祉課保健福祉係　鈎0824-82-2202　高野支所　保健福祉課保健福祉係　鈎0824-86-2114

東 城 支 所　保健福祉課健康推進係　鈎08477-2-5131　比和支所　市民生活課保健福祉係　鈎0824-85-3002

口 和 支 所　保健福祉課保健福祉係　鈎0824-87-2114　総領支所　市民生活課保健福祉係　鈎0824-88-3110

問い合わせ（予防接種担当課）

1回

1回

接種期間予防接種の種類 望ましい接種期間 接種回数および接種間隔

ＢＣＧ（結核） 生後6ヵ月未満 生後3ヵ月以上6ヵ月未満 1回

三種混合
（ジフテリア・
破傷風・百日咳）

初回
生後3ヵ月以上
90ヵ月未満

生後3ヵ月以上12ヵ月未満 3～8週間の間隔で3回

追加
初回終了後6ヵ月から
生後90ヵ月に達するまで

初回終了後、12ヵ月から
18ヵ月の間

1回

麻しん風しん混合
1期 生後12ヵ月以上24ヵ月未満 1回

2期 5歳以上7歳未満で小学校入学前の1年間 

二種混合（ジフテリア・破傷風） 11歳以上13歳未満 小学校6年生
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内
職
商
法
に
気
を
つ
け
て

消

費

生

活

相

談

事
例

(

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引)

秋
�
行
政
相
談
週
間

�
10
月
16
日�
月
��
�
22
日�
日
���
行
政
相
談
週
間
��
�
�

�
毎
日
�
暮
�
�
�
中
�
�
国
�
行
政
�
関
�
�
苦
情
�
意
見
�
要
望
�
�
�
�

�
場
合
�
�行
政
相
談
委
員
�
�
相
談
�
�
�
�
�

�
庄
原
市
�
�
�
人
�
行
政
相
談
委
員
�
相
談
�
応
�
�
�
�
�
�各
地
域
�
相

談
委
員
�
相
談
日
�
相
談
場
所
�
次
�
�
�
�
�
�
�
住
�
�
�
�
�
�
地
域
以

外
�
�
相
談
�
応
�
�
�
��
気
軽
�
�
相
談
�
�
�
�
�

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

中山　忠昭

伊達　正信

毛利妃沙惠

石田　湶也

西本　法照

村尾　孝吉

田邊　　剛
たなべ　       たけし

むらお　   こうきち

にしもと　  ほうしょう

いしだ　    いずなり

0824-72-5873

0824-82-3256

08477-2-4027

0824-89-2022

0824-86-2124

0824-85-2209

0824-88-2446

毎月第3木曜日
13時30分～16時30分

11・2月の第3木曜日
13時30分～16時30分

毎月第3木曜日
13時30分～16時30分

毎月10日
9時から12時

9月28日（木）
10時～15時

毎月第3木曜日
13時30分～16時30分

10・12・2月の第3木曜日
13時30分～16時30分

庄原市老人福祉センター

しあわせ館

東城町老人福祉センター

口和老人福祉センター

庄原市役所高野支所

比和文化会館

総領健康福祉センター

鈎0824―72―5151

鈎0824―82―3351

鈎08477―2―0488

鈎0824―89―2320

鈎0824―86―2115（市民課）

鈎0824―85―3005（教育課）

鈎0824―88―3110（保健福祉係）

●定期相談日が、相談場所の閉館日にあたる場合は、日時の変更又は中止となります。

●定期相談日以外の日にも、各委員の自宅で相談を受け付けています。

●問い合わせ　市民生活課生活安全係　鈎0824―73―1154

なかやま　 　ただあき

だ　て　　 まさのぶ

もうり   　ひさえ

地域 氏　　名 自宅電話番号 定期相談日 定期相談場所忘れていませんか？お子さんの予防接種
　生まれたばかりの赤ちゃんは、お母さんから病気に

対する抵抗力（免疫）を受けています。しかし、成長する

につれて、そのほとんどが失われてしまいます。このた

め、子ども自身で免疫をつくって、病気を予防する必要

があります。その助けとなるのが「予防接種」です。

　予防接種とは、感染症の原因となるウイルスや細菌、

または菌が作り出す毒素の力を弱めて「ワクチン」をつ

くり、これを身体に接種して、その病気に対する免疫を

つくることをいいます。予防接種は、子ども自身が重大

な病気にかからないように、ということはもちろん、病

気の流行を抑えて弱い人たちを守る、という目的もあ

ります。

　庄原市が実施している予防接種は次のとおりです。

お子さんの年齢や体調に合わせて、計画的に接種しま

しょう。

 これまで、一部地域のみで導入していた「広域化予防接種」を、平成18年４月

から庄原市全域で実施しています。これは、市が発行する「予防接種券」を使

って、県内の受託医療機関で予防接種が受けられるシステムです。

 予防接種券ならびに予診票は、新生児訪問の時にお渡しするほか、下記の予

防接種担当課で交付しています。

※麻しん風しん混合予防接種は、麻しんまたは風しんにかかった場合は接種できません。その場合は、かかっ

ていない方の単独ワクチンが接種できますので、予防接種担当課までご連絡ください。

※日本脳炎予防接種は、現在、中止しています。

庄原市では、予防接種の種類や副反応、受け方

などを解説した冊子「予防接種のご案内」を配

布しています。

春と秋（概ね4月と10月）に実施しています。指定された日時に会場までお越しください。

6週間以上の間隔で2回

種  類 接種期間 望ましい接種期間 接種回数および接種間隔

ポリオ 生後3ヵ月以上90ヵ月未満 生後3ヵ月以上18ヵ月未満

（1）集団接種

（2）個別接種

保健医療課　保健予防係（庄原市保健センター内）　鈎0824-72-7074

西 城 支 所　保健福祉課保健福祉係　鈎0824-82-2202　高野支所　保健福祉課保健福祉係　鈎0824-86-2114

東 城 支 所　保健福祉課健康推進係　鈎08477-2-5131　比和支所　市民生活課保健福祉係　鈎0824-85-3002

口 和 支 所　保健福祉課保健福祉係　鈎0824-87-2114　総領支所　市民生活課保健福祉係　鈎0824-88-3110

問い合わせ（予防接種担当課）

1回

1回

接種期間予防接種の種類 望ましい接種期間 接種回数および接種間隔

ＢＣＧ（結核） 生後6ヵ月未満 生後3ヵ月以上6ヵ月未満 1回

三種混合
（ジフテリア・
破傷風・百日咳）

初回
生後3ヵ月以上
90ヵ月未満

生後3ヵ月以上12ヵ月未満 3～8週間の間隔で3回

追加
初回終了後6ヵ月から
生後90ヵ月に達するまで

初回終了後、12ヵ月から
18ヵ月の間

1回

麻しん風しん混合
1期 生後12ヵ月以上24ヵ月未満 1回

2期 5歳以上7歳未満で小学校入学前の1年間 

二種混合（ジフテリア・破傷風） 11歳以上13歳未満 小学校6年生

　
内
職
商
法
と
は
、電
話
や
チ
ラ
シ
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で「
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
」「
簡

単
に
高
収
入
が
得
ら
れ
ま
す
」な
ど
と
勧
誘
し
、

仕
事
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、高
額
な
商
品

や
資
格
講
座
を
契
約
さ
せ
る
商
法
で
、実
際

に
は
説
明
ど
お
り
の
収
入
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
り
、仕
事
が
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
う
ま
す
ぎ
る
儲
け
話
に
は
裏
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
商
品
や
資
格
取
得
な
ど
の
高
額
な
金

銭
の
支
払
い
を
求
め
る
業
者
に
は
、十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　「
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
簡
単
に
で
き
る
」

「
楽
に
お
金
が
稼
げ
ま
す
」「
資
格
を
取
れ
ば
、

仕
事
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
」な
ど
と
い
っ
た

勧
誘
に
は
安
易
に
乗
ら
ず
、契
約
す
る
前
に

契
約
書
面
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
じ
っ
く

り
見
て
、仕
事
が
本
当
に
提
供
さ
れ
る
か
ど

う
か
、資
格
が
簡
単
に
取
れ
る
か
、収
入
の
裏

付
け
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
ま
た
、契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、こ

の
よ
う
な
内
職
商
法
は
特
定
商
取
引
法
に
よ

り「
業
務
提
供
誘
引
販
売
」と
し
て
規
制
さ
れ

て
お
り
、契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
20

日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

適
用
さ
れ
、契
約
を
一
方
的
に
や
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、業
者
が
事
実
と
違
う
こ
と
を
言
っ

た
り
、脅
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、消
費
者

が
誤
認
や
困
惑
を
し
て
契
約
し
た
場
合
、20

日
間
を
経
過
し
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
勧
誘
を
受
け
た
時
や
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
時
は
、市
の
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
内
）
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２
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安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
犯
編

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業

生
涯
学
習
課
�
�
�
�
振
興
係
�
鈎
0
8
2
4
―
７
3
―
１
１
９
６

庄
原
警
察
署
�
鈎
0
8
2
4
―
７
２
―
０
１
１
０

「パトカーの駅」が設置されました
教育指導課教育指導係　鈎0824―73―1184

交通事故による死者以外の項目は減少していますが、例年8～10
月の行楽期には、交通事故が増加する傾向がありますので、事故
防止に努めてください。

平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

31

14

18

7

街頭
犯罪

82

37

32

42

侵入
窃盗

23

40

38

36

性犯罪

1

1

0

0

その他

68

84

55

59

総合計

205

176

143

144

■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～7月末（単位：件）

犯　罪

年

利
用
し
て
い
な
け
れ
ば

支
払
わ
な
い

氏
名
や
住
所
な
ど
の

個
人
情
報
は
教
え
な
い

判
断
に
迷
っ
た
場
合
は

警
察
な
ど
に
相
談
す
る

依
然
多
い
身
に
覚
え
の

な
い
不
当
請
求

人傷事故

死　　者

負 傷 者

物損事故

平成18年

67

2

92

442

平成17年

82

1

138

496

増減数

-15

1

-46

-54

増減率

-18.3

100.0

-33.3

-10.9

庄原警察署管内の交通事故発生状況（７月末）

　
一
昨
年
以
来
、使
っ
て
も
い
な

い
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
架
空
請

求
や
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
債

権
を
譲
り
受
け
た
と
偽
っ
て
、は

が
き
や
封
書
、電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
突
然
覚
え
の
な
い
未
納
料
金

を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
架
空
請
求
の
書
面
に
は
、最
終

通
知
ま
た
は
支
払
わ
な
い
場
合

は
強
制
回
収
、自
宅
や
職
場
を
訪

問
す
る
な
ど
不
安
を
あ
お
る
内

容
や
、中
に
は
脅
し
の
よ
う
な
内

容
に
な
っ
て
お
り
、請
求
金
額
も

支
払
い
が
可
能
な
額
の
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
、「
支
払
わ
な
け
れ

ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
」「
小
額
だ
か
ら
」と
い
っ

て
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
に
振

り
込
み
、被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

支
払
う
こ
と
は
新
た
な
ト
ラ
ブ

ル
の
も
と
で
す
。身
に
覚
え
の
な

い
不
当
な
請
求
に
対
し
て
は
、次

の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

　
無
視
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

一
度
で
も
支
払
う
と
、脅
せ
ば
金

を
出
す
と
思
わ
れ
、そ
の
情
報
が

業
者
間
で
流
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
新
た
な
個
人
情
報
を
知
ら
れ

る
と
、別
の
手
段
で
請
求
し
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
架
空
請
求
の
手
口
は
多
種
多

様
に
な
っ
て
い
ま
す
。不
安
な
場

合
に
は
、一
人
で
判
断
せ
ず
に
家

族
な
ど
に
相
談
す
る
か
、請
求
の

は
が
き
や
文
書
を
持
っ
て
最
寄

り
の
交
番
・
駐
在
所
や
警
察
署
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
の
形
態
で
は
出
合

い
頭
や
追
突
が
多
く
、見
通
し
の

悪
い
交
差
点
等
で
の
安
全
確
認

の
不
徹
底
や
窓
外
の
景
色
に
見

と
れ
る
、あ
る
い
は
エ
ア
コ
ン
や

オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
の
操
作
に
気

を
奪
わ
れ
て
前
方
注
視
を
怠
っ

た
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。運
転

中
は
周
囲
の
安
全
確
認
や
前
方

注
視
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
暮
れ
が
徐
々
に
早
ま
り
、い

わ
ゆ
る
薄
暮
時
間
帯
が
長
く
な

り
ま
す
。歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
の
方
は
、反
射
材
や
明
る
い
色

の
服
装
の
着
用
を
心
掛
け
て
、ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
早
く
発
見
さ
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。例
年
、

薄
暮
時
間
帯
の
暗
い
場
所
で
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ド

ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
の
方
は
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

 

　
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、９
月

21
日（
木
）か
ら
30
日（
土
）ま
で

の
間
、高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
、

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
を
重
点
に
実

施
さ
れ
ま
す
。運
動
期
間
中
は
、

管
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
転
中
は
安
全
確
認
を
確

実
に
し
、「
な
が
ら
運
転
」を

や
め
ま
し
ょ
う
！

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者

の
方
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
目

立
つ
服
装
を
！ 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

サ
ッ
カ
ー
教
室
参
加
者
募
集
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高木貴子さん（左から2人目）が熱血指導

（単位：件・人・％）

　庄原警察署や地域団体では、子どもたちの登下校時にパトロールなどを実施されていますが、さらな

る安全を確保するため、9月から「パトカーの駅」が設置されました。

　これは、各小学校通学路の適切な場所に、パトカーが停車する駅を設置し、地域住民と一緒に子ども

の見守り活動をするものです。また、地域の安全を守るため、犯罪抑止、交通事故防止の監視を行う拠点

として活用し、地域住民の情報交換の場として、地域住民の安全相談・要望も受け付けます。

　市内31ヵ所に看板が設置され、決まった時間帯にパトカーや地域の人が立ち寄ります。設置場所や時

間帯などは、各小学校と警察の協議によって決められています。また、パトカーの駅の開設日程は各地

域で違うため、これから開設される所もあります。

　９月１日に行われた東小学校区のパトカーの

駅の開始式では、児童や地域住民をはじめ、関係

団体が出席し、看板除幕式や安全・安心まちづく

り宣言を行いました。

　犯罪や事故を減らし、地域の子どもたちを地域

で守る。安心・安全な地域環境づくりの実現に向

けて、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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交通事故による死者以外の項目は減少していますが、例年8～10
月の行楽期には、交通事故が増加する傾向がありますので、事故
防止に努めてください。

平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

31

14

18

7

街頭
犯罪

82

37

32

42

侵入
窃盗

23

40

38

36

性犯罪

1

1

0

0

その他

68

84

55

59

総合計

205

176

143

144

■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～7月末（単位：件）
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迷
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人傷事故

死　　者

負 傷 者

物損事故

平成18年

67

2

92

442

平成17年

82

1

138

496

増減数

-15

1

-46

-54

増減率

-18.3

100.0

-33.3

-10.9

庄原警察署管内の交通事故発生状況（７月末）

　
一
昨
年
以
来
、使
っ
て
も
い
な

い
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
架
空
請

求
や
、ク
レ
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ッ
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社
か
ら
債

権
を
譲
り
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と
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っ
て
、は

が
き
や
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書
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子
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ー
ル
な
ど

で
突
然
覚
え
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な
い
未
納
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金

を
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求
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と
い
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相
談
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て
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す
。
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収
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り
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。
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高木貴子さん（左から2人目）が熱血指導

（単位：件・人・％）

　庄原警察署や地域団体では、子どもたちの登下校時にパトロールなどを実施されていますが、さらな

る安全を確保するため、9月から「パトカーの駅」が設置されました。

　これは、各小学校通学路の適切な場所に、パトカーが停車する駅を設置し、地域住民と一緒に子ども

の見守り活動をするものです。また、地域の安全を守るため、犯罪抑止、交通事故防止の監視を行う拠点

として活用し、地域住民の情報交換の場として、地域住民の安全相談・要望も受け付けます。

　市内31ヵ所に看板が設置され、決まった時間帯にパトカーや地域の人が立ち寄ります。設置場所や時

間帯などは、各小学校と警察の協議によって決められています。また、パトカーの駅の開設日程は各地

域で違うため、これから開設される所もあります。

　９月１日に行われた東小学校区のパトカーの

駅の開始式では、児童や地域住民をはじめ、関係

団体が出席し、看板除幕式や安全・安心まちづく

り宣言を行いました。

　犯罪や事故を減らし、地域の子どもたちを地域

で守る。安心・安全な地域環境づくりの実現に向

けて、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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国民年金は老後のためだけではありません。万が一、障害や死亡といった
不慮の事態が発生したときに、障害基礎年金・遺族基礎年金であなたとご
家族をサポートします。

★国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、「保険料の全額免除制度」

　または「一部納付制度」をご利用ください。

★これまでの全額免除と半額納付に加え、新たに4分の1納付と4分の3納付が

　加わり、「全額免除制度」と「3種類の一部納付制度」になりました。

一部納付制度は、納付すべき保険料を納付され

なかった場合は、未納と同じ扱いになり、将来の

老齢基礎年金の額に反映されず、また、万が一の

時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できな

い場合があります。

※保険料の追納には納付書が必要です。住所地を管轄する社会保険事 
　務所で納付書を作成しますので、電話などでお申し込みください。

「3種類の保険料一部納付（免除）制度」が平成18年7月からスタート

●全額免除
●半額納付

●全額免除

●4分の1納付（4分の3免除）
●半額納付（2分の1免除）
●4分の3納付（4分の1免除）

平成18年6月まで 平成18年7月から
新

新
保険料の
一部納付

全額免除
４分の１納付
半額免除
４分の３納付
全額納付

保険料
0円

3,470円
6,930円

10,400円
13,860円

世帯構成 全額免除
一部納付

1／4納付 1／2納付 3／4納付

4人世帯
（ご夫婦・お子さん２人）

※申請の時期によって、前々年の所得で審査を行う場合があります。

継続申請を希望すると
　当年度の申請に基づき全額免除ま

たは納付猶予を承認された方が、翌年

度以降引き続いて全額免除または納

付猶予の申請を希望することにより、

翌年度以降改めて申請を行わなくて

も継続して申請があったものとみな

されます。なお、所得の状況などによ

り継続申請ができない場合があります。

免除承認を取り消す場合
　免除承認取り消しを申請してくだ

さい。取り消しは、取り消し申請年月

日の前月以降の期間（ただし申請年月

日が7月の場合は7月以降）が対象とな

りますので、継続申請も取り消される

ことになります。

平成14年度の月分

平成15年度の月分

平成16年度の月分

平成17年度の月分

全額免除 半額免除

13,690円

13,490円

13,300円

13,580円

6,840円

6,740円

6,650円

6,790円

335万円

2人世帯
（ご夫婦のみ）

247万円

189万円単身世帯

162万円 230万円 282万円

92万円 142万円 195万円

57万円 93万円 141万円

世帯構成別の所得基準の「めやす」

【ご注意ください】

平成18年度の
1カ月の

保険料額は
次のとおりです

継続申請について 保険料の追納について

 保険料の免除や若年者納付猶予を受けた期間は、保険料を全

額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなります。こ

のため、これらの期間10年以内であれば、あとから保険料を納

付（追納）することができるようになっています。

 保険料を追納する場合は、保険料の免除・若年者猶予を受けた

年度から起算して３年度目以降に追納する場合には、承認を受

けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされ

ます。

平成18年度中に追納する場合の加算額を含めた追納額
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事業概要

生活交通
種　類

路 線 バ ス

地 域 生 活 バ ス

生 活 福 祉 バ ス

市街地循環バス

バス事業者への補助金

路線バスが運行しない地域
と地域の中心地を結ぶ

生活・観光の利便性向上の
ため市街地を循環する

地域と医療機関などを結ぶ

公の施設

体育館

陸上競技場

テニスコート

水泳プール

運動広場

野球場

陸上トレーニングセンター

運動公園

スキー場など

温　泉

宿泊研修施設など

福祉保健センター

グループホーム

高齢者共同住宅

地域ケアセンター

デイホームなど

農産物加工施設

特産品販売施設など

市民会館

公民館

図書館

博物館

資料館など

体 育 施 設

観 光 ・ 健 康
増 進 施 設

保健福祉施設

農林振興施設

文 化 施 設

 

　
庄
原
市
で
は
、少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、生
活
基
盤
の
整
備
、教
育
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、産
業
の

振
興
な
ど
諸
課
題
を
克
服
す
る

た
め
、各
種
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
月
は
、
生
活
交
通
と
施

設
管
理
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
一
般
財
源（
市
が
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
お
金
、

市
の
実
質
負
担
）を
要
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
生
活
交
通
手
段（
各
路
線
バ
ス
、

地
域
生
活
バ
ス
、市
街
地
循
環
バ

ス
な
ど
）を
確
保
し
て
い
く
に
は
、

運
賃
だ
け
で
は
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、多
く
は
市
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財

源
を
あ
て
て
お
り
、そ
の
金
額
は

年
間
約
１
・
７
億
円
に
及
び
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
１
人
あ
た
り
、
年

間
約
４
千
円
の
負
担
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　
庁
舎
・
学
校
・
保
育
所
・
衛
生
施

設
・
市
営
住
宅
な
ど
の
施
設
管
理

費
は
約
21
・
８
億
円
に
及
び
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
公
の
施
設（
体
育
施

設
・
観
光
施
設
・
保
健
福
祉
施
設
・

農
林
振
興
施
設
・
文
化
施
設
な
ど
）

の
維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
は

約
５
・
１
億
円
を
要
し
て
い
ま
す

が
、施
設
の
使
用
料
金
と
し
て
収

入
し
た
金
額
な
ど
を
除
い
た
管

理
経
費
は
、
年
間
約
４
・
３
億
円

に
及
び
、や
は
り
一
般
財
源
を
要

し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
も
市
民
１
人
あ
た
り

に
換
算
し
て
み
る
と
、年
間
約
１

万
円
と
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

生
活
交
通
手
段
の
確
保
と
各
種

施
設
を
維
持
管
理
す
る
に
は
、多

額
の
経
費
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
行
す

る
中
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
、
国

の
進
め
る
三
位
一
体
改
革
な
ど

の
影
響
に
よ
り
地
方
交
付
税
な

ど
が
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に

伴
い
、年
々
予
算
規
模
が
縮
小
す

る
と
と
も
に
一
般
財
源
も
減
少

す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、今
後
は

限
ら
れ
た
経
費
で
有
効
利
用
で

き
る
よ
う
、見
直
し
や
選
択
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
広
報
し
ょ
う
ば
ら
８
月
号
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、各
地

域
の
生
活
交
通
の
見
直
し
を
行
い
、

料
金
の
統
一
化
と
無
料
バ
ス
の

有
料
化
を
、本
年
10
月
か
ら
行
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
・
年
間
を

通
し
て
利
用
者
が
少
な
い
施
設

を
い
か
に
維
持
管
理
し
て
い
く

か
と
い
う
課
題
を
抱
え
、今
後
料

金
の
見
直
し
や
施
設
の
あ
り
方

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



保険料免除制度が利用しやすくなりました。
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国民年金は老後のためだけではありません。万が一、障害や死亡といった
不慮の事態が発生したときに、障害基礎年金・遺族基礎年金であなたとご
家族をサポートします。

★国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、「保険料の全額免除制度」

　または「一部納付制度」をご利用ください。

★これまでの全額免除と半額納付に加え、新たに4分の1納付と4分の3納付が

　加わり、「全額免除制度」と「3種類の一部納付制度」になりました。

一部納付制度は、納付すべき保険料を納付され

なかった場合は、未納と同じ扱いになり、将来の

老齢基礎年金の額に反映されず、また、万が一の

時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できな

い場合があります。

※保険料の追納には納付書が必要です。住所地を管轄する社会保険事 
　務所で納付書を作成しますので、電話などでお申し込みください。

「3種類の保険料一部納付（免除）制度」が平成18年7月からスタート

●全額免除
●半額納付

●全額免除

●4分の1納付（4分の3免除）
●半額納付（2分の1免除）
●4分の3納付（4分の1免除）

平成18年6月まで 平成18年7月から
新

新
保険料の
一部納付

全額免除
４分の１納付
半額免除
４分の３納付
全額納付

保険料
0円

3,470円
6,930円

10,400円
13,860円

世帯構成 全額免除
一部納付

1／4納付 1／2納付 3／4納付

4人世帯
（ご夫婦・お子さん２人）

※申請の時期によって、前々年の所得で審査を行う場合があります。

継続申請を希望すると
　当年度の申請に基づき全額免除ま

たは納付猶予を承認された方が、翌年

度以降引き続いて全額免除または納

付猶予の申請を希望することにより、

翌年度以降改めて申請を行わなくて

も継続して申請があったものとみな

されます。なお、所得の状況などによ

り継続申請ができない場合があります。

免除承認を取り消す場合
　免除承認取り消しを申請してくだ

さい。取り消しは、取り消し申請年月

日の前月以降の期間（ただし申請年月

日が7月の場合は7月以降）が対象とな

りますので、継続申請も取り消される

ことになります。

平成14年度の月分

平成15年度の月分

平成16年度の月分

平成17年度の月分

全額免除 半額免除

13,690円

13,490円

13,300円

13,580円

6,840円

6,740円

6,650円

6,790円

335万円

2人世帯
（ご夫婦のみ）

247万円

189万円単身世帯

162万円 230万円 282万円

92万円 142万円 195万円

57万円 93万円 141万円

世帯構成別の所得基準の「めやす」

【ご注意ください】

平成18年度の
1カ月の

保険料額は
次のとおりです

継続申請について 保険料の追納について

 保険料の免除や若年者納付猶予を受けた期間は、保険料を全

額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなります。こ

のため、これらの期間10年以内であれば、あとから保険料を納

付（追納）することができるようになっています。

 保険料を追納する場合は、保険料の免除・若年者猶予を受けた

年度から起算して３年度目以降に追納する場合には、承認を受

けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされ

ます。

平成18年度中に追納する場合の加算額を含めた追納額
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市街地循環バス

バス事業者への補助金

路線バスが運行しない地域
と地域の中心地を結ぶ

生活・観光の利便性向上の
ため市街地を循環する

地域と医療機関などを結ぶ
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Camera Report
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平成18年度庄原市成人式

ふるさとで、新成人の門出を祝う

文化財で新しい郷土を発見しよう

こども文化財探検隊が古墳など見学

広島市民球場で笑顔いっぱいダンス

こどもミュージカルの公演をPR

日本の明日を担う若きリーダーを養成

次世代を担う高校生のための未来塾
防犯や環境美化をPR

市役所前で広報活動出発式 　「次世代を担う高校生のための未来塾」が8月1日から4日

間、高原の家七塚で行われ、庄原市をはじめ県北の高校生

を中心に26人が参加しました。

　これは、郷土愛を持つ高校生の中から、広い視野に立ち、

大きな構想力と情熱によって日本社会に貢献できる人材

を育てたいと、庄原市出身の山口信夫・日本商工会議所会

頭や大竹美喜・国際科学振興財団会長たち県出身の経済人20人が企画し、昨年から始まりました。

　第1線で活躍中の経済人や文化人が講師を務め、ビジネスやコミュニケーション、国際交流などを

学びました。最終日は、大竹塾長が「夢は叶う」と題し講義し、夢の実現のためにビジョンを掲げよう

と訴えました。また、参加した高校生は「私の自己実現」と題し、将来の夢や自分のあるべき姿を発表。

「この4日間で自分の考え方が変わった。1日1日を大切にして、夢を実現させたい」と話していました。

　平成18年度庄原市成人式が8月15日、市民会館で行わ

れました。

　今年対象となった新成人は、昭和61年4月2日から昭

和62年4月1日までに生まれた市内在住者と庄原市出身

者で、362人が式典に出席しました。

　滝口市長は「社会の一員として何をなすべきか考え、地域の将来を背負ってたつ気概を持って成長

してほしい」と激励しました。また、新成人を代表し、藤井良太さん（東城町）が「成人になったことの

喜びは、同時に“新たなる覚悟”の始まりで

あり、この言葉に鈴をつけ、いつまでも鳴

らし続けていきます」と決意を述べました。

　式典の後、広島大学名誉教授の西村清巳

先生の記念講演「感激のある人生を」や比

婆荒神神楽社の子ども神楽が行われ、新成

人の門出を祝いました。式典後の祝賀パー

ティーでは、それぞれの近況を話しながら、

懐かしい友との再会を楽しみました。

　地域の安全・安心と環

境美化を図るため、庄原

自治振興区と同地区公

衆衛生推進会が8月8日、市役所前で防犯・環境美化運動広報活

動出発式を行いました。

　出発式には、区民100人が「防犯・ポイ捨て禁止パトロール」

と書かれたそろいのベストを着用し出席したほか、市長や警

察署長など関係者約50人が参加しました。永井忠司区長は「こ

の広報活動を通して、区民の防犯と環境美化意識の向上を図り、

犯罪のない明るいまちにしていきたい」とあいさつ。出席者が

見守る中、広報車が出発しました。

　今後、毎月第2・第4火曜日の午前中、市の広報車で啓発活動

が行われます。

　庄原市の自然・歴史・文化のすばらしさを体験する「庄

原市こども文化財探検隊」が8月上旬に4日間行われ、小

中学生延べ97人が参加しました。

　生態系・地質学・考古学・歴史学の4つのテーマで行われ、

子どもたちは国指定天然記念物の「熊野の大トチ」や「雄

橋」をはじめ、国や県指定の史跡や博物館などを巡り、それぞれの専門の先生から聞いたことや発見

したことをノートに書きとめ、自然の成り立ちや古代の生活に想像を膨らませました。

　企画した生涯学習課は「庄原市には231件の指定文化財があり、未来を担う子どもたちにとって最

高の教材。郷土のすばらしさを感じてほしい」と話していました。

　この行事は、宝くじの助成金を受けて実施されました。

　「庄原こどもミュージカル」のメンバー103人が、10月22日に

庄原市民会館で行われる公演「オズの魔法使い」をPRしようと、

8月1日に広島市民球場でカープ応援ダンスを披露しました。

　これは、松田オーナーが庄原市カープ応援隊でお世話になっ

ている庄原市に、何か支援ができればと申し出があり実現しました。

　対ヤクルト戦の試合前と5回終了後、この日のために新調した赤・オレ

ンジ・黄色のオリジナルTシャツを着てグラウンドに登場。大勢の観客の

前で「怪獣のバラード」を元気いっぱいに踊りました。また、池上留以さん

がオズの魔法使いの衣装を着て始球式をしました。

　踊りを終え、子どもたちは「短い時間だったけど、広い市民球場でおも

いっきり踊ることができて最高だった。多くの人にミュージカルを見に

来てほしい」と笑顔で話していました。

　

藤井良太さんが謝辞

大竹塾長による講議

池上留以さんが始球式

雄橋で地質学探検
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しあわせ館でそうめん流しを楽しもう

今が青春！世代間交流事業

伝えたいことを伝えるために…

西城公民館「話し方教室」開催中 源流でたくましい口和っ子の育成

川遊びの楽しさを体験

ヒバゴン丼に学ぶ地域の食と知恵

西城小学校親子でキャリア学習

もぎたて"夢のコーン"

トウモロコシ畑で生産者と消費者が交流東城支所ホールで芸術文化を鑑賞

塩原の大山供養田植展

　8月1日から3日までの3日間、西城前油

木営農組合のトウモロコシ畑に、県内各地

の消費者255人が家族連れで訪れ、トウモ

ロコシのもぎとり体験が行われました。

　前油木営農組合のトウモロコシは、生鮮便やゆうパック、生協などの

ネットワークを通して各地に届けられ好評を得ています。この催しは、

産地見学を通して消費者と生産者が交流と理解を深めるために行われ

ており、今年で5回目となります。

　おいしいトウモロコシの見分け方や上手なもぎとりのコツについて

説明を受けた参加者はいっせいにトウモロコシ畑へ。生でかじっても

甘い"夢のコーン"の新鮮な味に歓声をあげながら収穫を楽しみ、休校中

の油木小学校で、地元の生産加工グループ「ゆうき市」の皆さんの手づ

くり弁当と焼きトウモロコシの昼食をとりました。

　営農組合長の高原芳典さんは、「つくり手にとってはおいしいと言わ

れることが一番の励みになる。消費者に産地のことを知ってもらい、意

見を聞けるのがうれしい」と話していました。

　「口和の子元気か？気持ち良く汗を流し

ているか？ところで川で遊んだ事あるか？」

をテーマに、青少年育成庄原市民会議口和

支部が7月30日、柄松川で「川と遊ぼう」を

実施しました。

　大人と子ども合わせて約40人が参加し、ドロバエを釣ったり、川

の中に入って魚を捕ったりしました。また、焚き火をしてヤマメの

塩焼きや、薪を使い羽釜でヤマメご飯を炊いて、河川敷で食べました。

　源流での川遊びに子どもたちは「オオサンショウウオがいてびっ

くりした。ヤマメご飯が美味しかった」と話し、夏休みの楽しい思い

出になりました。

　7月9日、西城小学校3年生の児童23人と保護者が、「ヒ

バゴン丼」づくりに挑戦しました。ヒバゴン丼は37年

前西城町に現れた謎の類人猿にちなんで考案された

西城の名物料理。ヒバゴンも食べたであろう山菜や特

産品の山の芋など地元産の食材を使っています。

　西城小学校3年生では、地域への理解と愛着を育てる教育の一環として、「大好き！西城～まちのじ

まんをみつけよう～」というテーマに基づき、地域の「ひと」「もの」「こと」に学ぶ学習を行っています。

1学期は、西城三坂地区の農家のお母さんたちが経営する食堂「峠の茶屋やまびこ」からヒバゴン丼づ

くりの達人前田マツ枝さんがゲストティーチャーとして招かれました。

　調理方法について説明を受け、数人のグループに分かれて調理をスタート。児童たちは、ふだん保護

者といっしょに台所に立つ機会が少ないこともあって、真剣にそして楽しみながら調理に取り組みま

した。力を合わせ初めてつくったヒバゴン丼はおいしいと大好評でした。前田マツ枝さんは、「家でも

いっしょに料理をして、私たちが昔から食べてきたもの、味、食べ方などを忘れずにいてほしい」と話

していました。

　あいさつ、朗読、司会など生活のいろい

ろな場面に役立つ話し方のコツを学ぶ話

し方教室が、西城公民館で開催されていま

す。庄原のインストラクター桑原知樹さん

を講師に迎えて発声練習と講義、日頃気になる言葉や話

し方について疑問を出しあい、一人ひとりの課題につい

て話し合っています。

　これまでに数回の教室を終えた参加者からは、「老人会

の役員として発表する機会があり、緊張せずに話せるよ

うに教室に参加した。会の運営にも積極的に関われるよ

うになった」「言葉や話し方は、その団体や個人の姿勢や

考えを表すもの。もっと伝えたいことがちゃんと伝わる

ような話し方ができるようになりたい」などの感想が聞かれました。

　西城公民館話し方教室は、7月から11月までの毎月第1・3火曜日に開催されています。話すこと、聞く

ことに関心のある方のご参加をお待ちしています。

　８月11日、西城保健福祉総合センターしあわせ館で、恒例のそうめん

流しイベントが開催されました。これは、しあわせ館で活動している男

性の元気づくりグループ「今が青春！」のメンバーが、地域の子どもたち

と交流を深めようと平成15年から実施しているものです。

　この日は好天に恵まれ、約100人の子どもたちが集まりました。参加

した久保寛明くんは「そうめん流しは楽しいから好き。今日もいっぱい

食べたよ」と話していました。この日のために、竹を切り出して準備を進

めてきた12人のメンバーの皆さんも、子どもたちのいきいきとした表

情に触れて充実感を味わっていました。

　「今が青春！」は、70代以上の男性を対象に、心身ともに元気で過ごすための機能の維持・向上を目的

として、「毎日をわくわく生きて、自分の人生のヒーローになろう」を目標に、月２回の集いで、健康づ

くりや仲間づくりを行っています。

　市役所東城支所のホールを活用し、市民の文

化意識を向上させようと、7月2日～7日、塩原の

大山供養田植展が開催されました。写真のパネ

ル39枚、写真コンテスト入賞作品23点、田植踊

りや早乙女の衣装、牛の鞍といった用具が展示されました。

　また、7月8日～15日には、絵本『紅玉』原画展が開催され、北

海道のりんご園を舞台に、戦争中強制連行されてきた朝鮮や

中国の人々とのふれあいを描いている『紅玉』の原画など油絵

20点を展示されました。初日は、訪れた約70人の人々を前に、

絵本画家の高田三郎さんが「痛みを残す戦争をしてはいけない」

と語りました。

　ホール活用事業実行委員会の近藤芳弘委員長は「供養田植展は、なぜ国の指定になっているのか写

真などで感じてほしかった。今後も芸術文化の鑑賞の機会を増やしていきたい」と話していました。

　次回は、パッチワーク展が10月28日～11月5日まで、コンサートが10月29日に行われます。

　

からまつ
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スポーツや料理で世代間交流

田森地区で合宿交流会

夏の吾妻山で自然とのふれあい

吾妻山グリーンラリーに15チーム

ゲートボールを通じて親睦と交流を深める

かさべるで杯に県内外から66チームが参加

料理の楽しさを学ぶ

夏休み子ども料理教室

　7月23日、比和総合運動公園で「庄原市比和かさべるで杯親

善ゲートボール大会」が開催されました。今年で11回目を数え

るこの大会は、自然豊かな比和でゲートボールを通じて親睦

を深めるとともに、参加者の体力づくりや健康増進を目的と

しています。

　梅雨空ではありましたが、県外を含め66チーム約400人が参

加し、熱戦が繰り広げられました。毎年、参加を楽しみにされて

いる常連チームも多く、参加者は1つ1つのプレーに一喜一憂

しながら、夏の1日を楽しんでいました。

　また、会場では、地元の特産市や商工会のメンバーが特産品

などの販売を行い参加者との交流を深めました。

全身泥だらけでボールを追いかける

高野納涼どろんこバレーボール大会

満水の神龍湖に龍船が走る

帝釈峡夏の湖水まつり

　東城の田森公民館が青少年の健全育成と世代間交

流を図ろうと、7月21日～23日の3日間、「田森まるご

と元気村」を開催し、田森地区の子どもたち22人と地

域住民がスポーツや料理などを通して親睦を深めま

した。

　粟田小学校で開村式を行い、子どもたちと地域の高

齢者・教員約60人でグラウンドゴルフを楽しみました。

夕食は地域の方から寄せられた夏野菜を使い、一緒に

カレーライスを作りました。2日目は、田森保育所での

保育体験、餃子作りなどをしました。餃子は皮から手

作りし「餃子の皮がまるくならない」と苦労していま

した。3日目は、しまね海洋館アクアスでイルカやアシ

カなどを見学して合宿を締めくくりました。

　田辺恒治館長は、「少子高齢化が進む厳しい環境で

すが、この合宿交流会が、地域の元気づくりに役立てば幸い」と話していました。

　7月23日、東城地域から神石高原町にまたがる帝釈

峡で「夏の湖水まつり」が開催されました。

　満水になった神龍湖に龍船が登場し、湖畔崩落事故

以来、運休になっていた遊覧船が新しい桟橋から出航

しました。水源郷コンサートでは、ギター、バイオリン、

ヴィオラが奏でるクラシックやタンゴなどの音楽が、

深緑の渓谷に響き渡りました。

　また、雄大な自然を守ろうと、帝釈地区で「きれいき

れいキャンペーン」が行われました。雨の中多くの方

が清掃作業を行い、清掃後にはグラウンドゴルフを楽

しみました。

　第3回高野納涼どろんこバレーボール大会が8月8日、

新市の休耕田で開催されました。

　新市自治振興区の青年会が高野町で誰もやったこと

がないことをしようと、3年前に企画。職場グループや青

年会などで構成した5チーム約50人が参加しました。

　ぬかるむ田んぼの中で、思うように体が動かず珍プレ

ーが続出。試合が白熱するにつれ、ダイビングを披露し、

泥だらけになった顔を見合わせては笑いがこぼれました。

試合が終わると、選手は一斉に近くの川に飛び込み、汗

と泥を流しながら涼を楽しんでいました。スタッフは「来

年はもっと広く参加を呼びかけ、選手も観客も泥だらけ

になって楽しみたい」と話していました。

　8月8日、吾妻山グリーンラリーが開催され、58人が参加し

ました。

　今年で18回目を迎えた「グリーンラリー」は、吾妻山の大自

然の中を木々や草花の名前を調べながらハイキングし、自然

とのふれあいを深めてもらうため、毎年8月8日（葉っぱの日）

に行われています。

　比和文化会館で木々や草花の学習をした後、バスで吾妻山に移動し、休暇村吾妻山をスタート地点と

して「ゆったりコース」と「がんばりコース」に分かれ、チームごとに出発。「がんばりコース」は、休暇村

から吾妻山山頂を経てキャンプ場までのコースで、15のチェックポイントがあり、木々や草花の図鑑を

参考に名前を記入しながら、ゴールを目指しました。

　参加者は、「暑くて疲れたけど、景色が素晴らしかった」「木々や草花のことがわかって良かった」「ま

た吾妻山に登ってみたい」と話していました。

　夏休み子ども料理教室が、8月2日に総領健康福祉センタ

ーで行われ、総領の小学生21人が参加しました。

　子どもたちに料理の楽しさと食べることに関心を持っ

てもらおうと、市と総領食生活改善推進員が企画。保健師

から夏バテしないためのポイントを聞き、ブラックライト

を使って上手に手洗いができているか確認した後、4グループに分かれて調理実習がはじまりました。

　参加した子どもたちは、食生活改善推進員や子育て推進員に教えてもらいながら、野菜を切ったり、

鍋の中身が焦げないようかき混ぜたり、約２時間かけてマヨカレーチャーハン、ビーフンスープ、豆腐

餃子と牛乳かんの4品の料理を完成させました。

　献立の中に含まれる栄養素の話を聞きながら、「また家で作ろうね」と出来上がった料理を参加者全

員でおいしく食べました。

餃子づくりを楽しむ子どもたち
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県立広島大学市民公開講座（後期）

と　　き　9月29日（金）～10月31日（火）
と こ ろ　県立広島大学庄原キャンパス、庄原市中央公民館、庄原市総合体育館
申込締切　9月22日（金）
　　　　　公開講座受講申込書を庄原市中央公民館に提出してください。受付後、資料を送付致します。
　　　　　（メール・FAX可）
受 講 料　テキスト代１，０００円（初回出席時にお支払下さい。）
定　　員　8０人 ※一講座90分です

問い合わせ
庄原市中央公民館　〒727-0013 庄原市西本町2丁目17－15　鈎0824-72-0849　FAX0824-72-4256
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　E-mail：chuou-kouminkan@city.shobara. hiroshima.jp

　今回の講座は、生活の場に視点をおいて、より充実した暮らしを実現していく方策を県立広島大学の
教員とともに見つけていきます。

 －食べる・暮らす・育む－

1

2

3

4

5

（金）

10：40～ コミュニティビジネスと地域づくり
県立広島大学庄原
キャンパス2202

生命環境学部教授

黒木　英二

9/29
人間文化学部助教授

栢下　　淳

人間文化学部教授

加藤　秀夫

保健福祉学部講師

塩川　満久

保健福祉学部教授

沖　　貞明

県立広島大学庄原
キャンパス2201

庄原市中央公民館

庄原市総合体育館

県立広島大学庄原
キャンパス2201

しっかり食べて、元気な高齢者に

食と生活リズムこそ健康の要なり
（なぜ食育が注目されるのか？）

体を動かして健康づくり

本当は怖い腰の痛み・膝の痛み

10/7

10/17

10/27

10/31

（土）

（火）

（金）

（火）

13：00～

13：30～

14：40～

14：40～

回 日　　　　時 講　　座　　名 場　　所 講　　師

「庄原の生活を見つめる」

申
込
手
続

　
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、
庄

原
市
役
所
総
務
部
総
務
課
人
事

秘
書
係
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、

庄
原
市
立
西
城
市
民
病
院
庶
務

係
に
あ
り
ま
す
。郵
送
に
よ
り
請

求
さ
れ
る
場
合
は
、120
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ

ズ
）
を
同
封
の
う
え
、
左
記
宛
て

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※
試
験
案
内
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.sh

o
b
a
ra

.h
i

ro
sh

im
a
.jp

請
求
・
申
込
先

〒
7
2
7
―
8
5
0
1
　
庄
原

市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号
　

庄
原
市
役
所
総
務
部
総
務
課
人

事
秘
書
係

提
出
書
類
　

　
申
込
書
及
び
受
験
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、庄
原
市
役
所
総

務
部
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、受
験
職
種
ご
と
に
必
要

な
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

　
９
月
22
日(

金)

ま
で
。
郵
送
の

場
合
は
９
月
22
日
消
印
有
効

受
付
時
間

　
8
時
30
分
～
17
時
30
分(

土
・
日
・

祝
日
を
除
く)

試
験
の
方
法

　
試
験
は
第
１
次
試
験
と
第
２

次
試
験
と
し
、第
２
次
試
験
は
第

１
次
試
験
の
合
格
者
に
つ
い
て

行
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

試
験
日
…
10
月
15
日（
日
）

８
時
10
分
受
付
開
始

試
験
会
場
…
庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

試
験
科
目
…
教
養
試
験
、事
務
適

性
検
査
、作
文
試
験

【
第
２
次
試
験
】

試
験
日
、会
場
、試
験
内
容
は
、第

１
次
試
験
合
格
通
知
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

採
用
予
定
年
月
日

平
成
19
年
４
月
１
日
採
用
予
定

問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
秘
書
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
５

　
今
年
も
「
さ
と
や
ま
の
秋
」
～

さ
と
や
ま
の
食
～
さ
と
や
ま
の

踊
り
～
さ
と
や
ま
の
響
き
～
を

家
族
で
楽
し
も
う
！
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、地
元
の
太
鼓

団
体
や
踊
り
の
団
体
の
競
演
を

企
画
し
て
い
ま
す
。会
場
で
は
、「
さ

と
や
ま
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
６
　
秋
の
味
覚
対
決
」と
題
し

て
、特
産
品
の
販
売
も
行
い
、『
見

て
・
食
べ
て
・
体
験
し
て
・
思
い
出

に
な
る
』祭
り
に
な
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体
や

特
産
品
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、9
月
22
日（
金
）

ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と
き
　
10
月
15
日
（
日
）
11
時
～

16
時（
少
雨
決
行
）

と
こ
ろ
　
国
営
備
北
丘
陵
公
園

大
芝
生
広
場
と
そ
の
周
辺

内
容（
予
定
）

・
和
太
鼓
の
競
演

・
地
元
地
域
団
体
の
踊
り
（
よ
さ

こ
い
な
ど
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
競
演
）

・
さ
と
や
ま
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
6
　
秋
の
味
覚
対
決

（
各
地
域
特
産
品
の
販
売
、
各
地

域
の
味
自
慢
）

・
さ
と
や
ま
ク
イ
ズ
に
答
え
て
比

婆
牛
＆
松
茸
ゲ
ッ
ト
！

（
さ
と
や
ま
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ

に
正
解
す
る
と
お
い
し
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
・・・
）

・
わ
ら
ベ
ー
ス
投
げ
大
会

（
わ
ら
で
作
っ
た
ベ
ー
ス
を
誰
が

一
番
遠
く
ま
で
投
げ
ら
れ
る
か
！
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り
支
援
室

（
社
）庄
原
青
年
会
議
所

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
2
1
2
1

●採用職種、採用予定人員および応募資格

理学療法士

（西城市民病院勤務）

若干名

若干名

若干名

職　　　種

一般事務職

土木技術職

社会福祉士

（事　務　職）

看護師・准看護師

（西城市民病院勤務）

採用予定人員

１名

１名

応　募　資　格

・昭和51年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人

・昭和51年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人

・昭和51年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士の資

格を有する人または平成19年3月31日までにこの資格を

取得する見込みの人

・昭和41年4月2日以降に生まれた人で、看護師又は准看

護師の資格を有する人または平成19年3月31日までにこ

の資格を取得する見込みの人・夜勤可能な人

・昭和51年4月2日以降に生まれた人で、理学療法士の資

格を有する人または平成19年3月31日までにこの資格を

取得する見込みの人

庄
募集します。

ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体
、

特
産
品
出
店
者
募
集
！

2006
さとやま
夢まつり

原市職員を
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お 知 ら せ お 知 ら せ

広報しょうばら　2006.9 広報しょうばら　2006.9

［
肢
体
］　
9
月
21
日（
木
）

受
付
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
事
務
所
第

3
庁
舎
2
階

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
生
活
福
祉
係

（
鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
6
6
）

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
の
悩
み
、

不
眠
や
イ
ラ
イ
ラ
、思
春
期
な
ど

の
心
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
ま
す
。

と
き
　
9
月
19
日（
火
）

受
付
13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所

鈎
0
8
2
4
―
6
3
―
5
1
8
1

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
9
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
10
月
5
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
10
月
12
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
総
領
地
域

と
き
　
9
月
11
日（
月
）

9
時
～
12
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
　

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
3
1
1

　
備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
９
月
15
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き
　
10
月
６
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約

※
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

庄
原
地
域

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
０
５
１

総
領
地
域

総
領
支
所
保
健
福
祉
係
　

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
１
１
０

　
年
金
を
中
心
と
し
た
社
会
保

険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
10
月
10
日（
火
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時
　

と
こ
ろ

長
岡
本
社
ビ
ル
3
階（
西
本
町
）

●
東
城
地
域

と
き
　
9
月
20
日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
J
A
庄
原
東
城
支
店

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
0
8
2
4
―
6
2
―
3
1
0
7

　

と
き
　
10
月
3
日（
火
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
三
次
市
文
化
会
館

内
容
　
民
事（
不
動
産
、登
記
、交

通
事
故
、金
銭
問
題
な
ど
）、家
事

（
相
続
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
遺
言

な
ど
）に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
広
島
地
方
裁
判

所
三
次
支
部
庶
務
課

鈎
0
8
2
4
―
6
２
―
２
３
１
７

　
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
受
給
資

格
の
有
無
、傷
病
恩
給
請
求
手
続

き
、戦
没
者
の
遺
族
へ
の
援
護
措

置
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
9
月
28
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
事
務
所
第

3
庁
舎
2
階

鈎
０
８
２
４
―
６
３
―
５
１
８
１

※
県
庁
社
会
援
護
室（
本
館
5
階
）

の
援
護
・
恩
給
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、

毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
広
島
県
福
祉
保

健
部
社
会
福
祉
局
社
会
援
護
室

鈎
０
８
２
―
５
１
３
―
３
０
３
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
で
は
、東

城
地
域
に
お
い
て
お
仕
事
の
相
談
、

雇
用
保
険
の
相
談
、そ
の
他
の
相

談
を
毎
月
第
２
水
曜
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。

と
き
　
10
月
11
日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
役
所
東
城
支
所

※
東
城
地
域
以
外
の
方
も
相
談

で
き
ま
す
。

　
農
地
の
転
用
や
売
買
を
は
じ
め
、

土
地
と
登
記
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、法
務
局
や
司
法
書
士
会

な
ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き
　
10
月
２
日（
月
）

受
付
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
役
所
２
階
会
議
室

東
城
支
所
３
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　

農
業
委
員
会
事
務
局
　

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
３

　　　
毎
回
約
5
百
首
の
応
募
が
あ

る
大
会
で
、今
年
は
記
念
す
べ
き

第
10
回
大
会
を
迎
え
ま
す
。

と
き
　
9
月
23
日(

土)

12
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
　
吾
妻
山
短
歌
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
3
2
3
4

　　
３
Ｂ
体
操
は
、ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・

ベ
ル
タ
ー
の
３
つ
の
用
具
を
使
い
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
三

世
代
が
楽
し
め
る
健
康
体
操
で
す
。

３
Ｂ
体
操
創
立
35
周
年
を
記
念

し
て
、３
Ｂ
体
操
を
広
く
紹
介
す

る
大
会
を
開
催
し
ま
す
。心
と
身

体
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、初

め
て
の
方
も
一
緒
に
、み
ん
な
で

楽
し
く
動
き
ま
し
ょ
う
！

と
き
　
９
月
24
日（
日
）

13
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
総
合
体
育
館

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
８
０
０
０

　
県
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
鍛
錬
を
積
ん
だ
29
団
体
・
約
350

人
が
、
組
手
・
形
な
ど
で
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

と
き
　
10
月
1
日（
日
）

９
時
10
分
～

と
こ
ろ
　
庄
原
市
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
9
6

※
当
日
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、庄

原
市
総
合
体
育
館
へ
お
願
い
し

ま
す
。

（
鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
8
0
0
0
）

　
「
次
世
代
に
贈
る
も
の

P
a
r
t
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
い
つ
ま
で
も
住
み
な
れ
た
こ

の
街
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」

こ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
健
康
生
活
が
、

こ
の
街
の「
明
日
の
世
代
の
幸
せ
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
寝
た
き
り
・
認
知
症
に
な
ら

な
い
た
め
に
」、「
お
互
い
助
け
合

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を

目
指
し
て
」
、
健
康
生
活
と
住
み

良
い
街
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

と
き
　
10
月
14
日（
土
）

10
時
～
12
時

と
こ
ろ
　
庄
原
市
民
会
館
　

講
師

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

教
授
　
竹
内
孝
仁
　
氏

問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
社
団
　
聖
仁
会

介
護
老
人
保
健
施
設
　
愛
生
苑

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
8
6
8
6

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
6
5

す
て
き
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

～
友
だ
ち
の
よ
う
に
横
並
び
で

歩
き
た
い
～

　
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
ま
じ
え

な
が
ら
の
講
演
で
、夫
婦
の
あ
り

方
な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師

市
場
尚
文
さ
ん（
小
児
科
医
）

市
場
恵
子
さ
ん（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

と
き
　
９
月
30
日（
土
）

13
時
～
15
時
　

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係

鈎
０
８
２
４
―
７
５
―
０
３
０
５

　
庄
原
市
内
各
地
で
公
演
活
動

を
行
う
和
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
９

団
体
に
よ
る
和
太
鼓
の
競
演
。

出
演
団
体

口
和
　
口
和
備
神
太
鼓
／
本
村
　

葦
嶽
太
鼓
／
高
　
要
害
太
鼓
／
比

和
　
吾
妻
太
鼓
／
上
谷
　
不
老
仙

太
鼓
／
総
領
　
総
領
響
心
太
鼓
／

庄
原
　
永
江
太
鼓
／
西
城
川
子
供

太
鼓
／
西
城
　
西
城
川
太
鼓

と
き
　
9
月
23
日(

土)

13
時
～
16
時(

開
場
12
時
30
分)

と
こ
ろ

ウ
イ
ル
西
城
2
階
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

T
A
I
K
O
交
流
会
実
行
委
員

会
事
務
局(

西
城
町
観
光
協
会
内)

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
7
2
7

生
活
相
談

催
　
し

身
体
障
害
者
定
期
相
談

（
判
定
）会

心
の
健
康
相
談

人
権
相
談（
特
設
）

社
会
保
険
一
日
相
談

定
期
巡
回
児
童
相
談

旧
軍
人
・
軍
属
、遺
族
等

援
護
相
談
会

無
料
法
律
相
談
室

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
デ
ー

土
地
と
登
記
に
関
す
る

相
談
会

第
10
回
吾
妻
山
短
歌
大
会

し
ょ
う
ば
ら
桜
花
杯

空
手
道
大
会

３
Ｂ
体
操
創
立
35
周
年

記
念
大
会

認
知
症
介
護
予
防
講
座

男
女
共
同
参
画
講
演
会

第
5
回
T
A
I
K
O

交
流
会

平成18年事業所・企業統計調査平成18年事業所・企業統計調査
10月1日事業所・企業統計調査を
実施します。
10月1日事業所・企業統計調査を
実施します。
9月下旬から各事業所に調査員がお伺いします。

調査は日本全国すべての事業所が対象です。

総務省統計局　広島県　庄原市
問い合わせ　情報推進課広報統計係　鈎0824-73-1159

　事業所・企業統計調査は商店や工場、営業所、事務所、銀行、学校、旅館、学習
塾、病院、寺院など、すべての事業所が対象となる大規模な統計調査です。
　統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれからの行政を考え
る重要な基礎資料として活用されます。
　9月下旬から各事業所に「調査員証」を携行している調査員がお伺いし、調
査票の説明と共に調査票へのご記入をお願いします。時間はおかけしませ
んのでどうぞご協力をお願いいたします。
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休
暇
村
吾
妻
山
を
起
点
に
、吾

妻
山
を
知
り
尽
く
し
た
ガ
イ
ド
が

説
明
し
な
が
ら
、南
の
原
か
ら
黒

滝
を
め
ぐ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

大
自
然
で
の
秋
の
1
日
を
楽
し
み

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
10
月
1
日(

日)

9
時
30
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ
　
休
暇
村
吾
妻
山

定
員
　
30
人

参
加
費
　
1
、5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

休
暇
村
吾
妻
山

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
2
3
3
1

　　
秋
の
七
塚
原
高
原
で
、自
然
の

す
ば
ら
し
さ
を
発
見
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

対
象
者
　
小
学
校
3
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
50
人

参
加
費
　
4
、0
0
0
円

締
め
切
り
　
10
月
3
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
原
の
家

鈎
0
8
2
4
―
7
5
―
2
0
3
3

FAX
0
8
2
4
―
7
4
―
0
8
2
7

　　
山
野
の
き
の
こ
を
採
取
し
、き

の
こ
鑑
定
と
き
の
こ
料
理
を
行

い
ま
す
。

と
き
　
10
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

対
象
　
大
人
30
人

参
加
費
　
8
、0
0
0
円

締
め
切
り
　
10
月
10
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
原
の
家

鈎
0
8
2
4
―
7
5
―
2
0
3
3

FAX
0
8
2
4
―
7
4
―
0
8
2
7

　
11
月
25
日(

土)

に
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
る
、平
成
18
年
度
庄

原
市
文
芸
大
会
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
作
品
　
短
歌（
一
人
一
首
）・

俳
句
（
一
人
二
句
）・
川
柳
（
一
人

五
句
）・
現
代
詩（
一
人
一
篇
）

応
募
条
件

一
人
一
部
門（
自
作
未
発
表
作
品
）

応
募
方
法

短
歌
、俳
句
、川
柳
は
、は
が
き
で
、

現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い
て

封
書
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　【
短
歌
】林
武
志（
川
手

町
1
3
1
8
―
3
）【
俳
句
】白
川

牧
子（
三
日
市
町
1
5
9
―
1
）【
川

柳
】河
面
し
ず
こ（
山
内
町
6
9
9
）

【
現
代
詩
】田
中
虎
市（
高
茂
町
1
6
）

締
め
切
り
　
10
月
14
日(

土)

必
着

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
　
林
武
志
　

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
3
2
8
6

　
専
門
家
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

ブ
ナ
林
に
生
え
る
キ
ノ
コ
、光
を

放
つ
ツ
キ
ヨ
茸
の
観
察
と
キ
ノ

コ
鑑
定
会
。夜
は
県
民
の
森
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
秋
の
味
覚
い
っ
ぱ

い
の
料
理
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き
　
10
月
７
日(

土)

・
8
日(

日)

と
こ
ろ
　
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森

参
加
費
　
1
1
、0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

鈎
0
8
2
4
―
8
4
―
2
0
1
1

　
自
賠
責
保
険（
共
済
）は
、万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、バ
イ

ク
・
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す

べ
て
の
自
動
車
に
、法
律
で
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
車
検
制
度
の
な
い
250

c
c
以
下
の
バ
イ
ク
は
、期
限
切

れ
・
か
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
！

　
ナ
ン
バ
ー
に
貼
ら
れ
て
い
る

保
険
証
書
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
は
保

険
期
間
の
満
了
す
る
時
期
を
表

示
し
て
い
ま
す
。（
左
の
場
合
は

平
成
18
年
９
月
に
保
険
期
間
が

満
了
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
）

250
c
c
以
下
の
バ
イ
ク
を
お
持

ち
の
方
は
保
険
期
間
が
過
ぎ
て

い
な
い
か
確
認
し
、早
め
に
更
新

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
４
４

　
次
回
の
変
更
申
出
書
受
付
は

11
月
10
日
ま
で
に
。

　
今
年
度
か
ら
農
業
委
員
会
開

催
日
が
、原
則
20
日
か
ら
５
日
に

変
更
さ
れ
た
た
め
、年
２
回
の
申

出
書
受
付
締
切
日
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

（
現
行
）　（
変
更
後
）

11
月
末
→
11
月
10
日
ま
で

５
月
末
→
５
月
10
日
ま
で

　
農
地
転
用
な
ど
で
農
用
地
区
域

の
変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、早
め

に
農
用
地
区
域
変
更
申
出
書
を
、

該
当
す
る
農
地
の
存
在
す
る
本
庁

（
農
林
振
興
課
）ま
た
は
支
所（
地

域
振
興
課
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
管
理
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
１

　　
昭
和
48
年
10
月
に
農
村
地
域

工
業
等
導
入
促
進
法
第
5
条
の

規
定
に
基
づ
き
、庄
原
市
本
町
柳

地
区
（
現
西
本
町
四
丁
目
）
を
工

業
等
導
入
地
区
と
定
め
、農
村
地

域
工
業
等
導
入
実
施
計
画
を
定

め
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
本
計

画
を
変
更
と
同
時
に
完
了
地
区

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、関
係
者
の
方
々
の

意
見
を
伺
う
た
め
次
の
と
お
り
、

庄
原
市
本
町
柳
地
区
に
係
る
農

村
地
域
工
業
等
導
入
実
施
計
画

書
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

と
き

10
月
2
日（
月
）～
10
月
27
日（
金
）

9
時
～
17
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
商
工
観
光
課（
ウ
ツ

ミ
屋
証
券
ビ
ル
２
階
）

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

鈎
0
8
2
4
―
７
３
―
１
１
７
９

　　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
の
う
ち
、平
成
17
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
有
す

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、国
と
し

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
、特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
弔
慰
金
を
受
給
す
る
に

は
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

対
象
者
で
、ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、社
会
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
係
ま
た
は
支
所
保
健
福
祉
課
・

市
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人

１
．�

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．�

戦
没
者
な
ど
の
子

３
．
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父

母
　
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
方
、平
成
17
年

４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ

り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
ま
た

は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組

を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

４
．
上
記
３
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三

親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

○
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
戸
籍
な
ど
各
書
類（
請
求
順
位

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

○
請
求
期
限
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
６
５

　
広
報
し
ょ
う
ば
ら
６
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、児
童
手
当

の
制
度
改
正
で
す
が
、改
正
の
経

過
措
置
の
期
限
日 

(

９
月
29
日)

が
迫
っ
て
い
ま
す
。経
過
措
置
の

対
象
者
で
、ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
至
急
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
転
入
し
た
日
、所
得
な
ど
に
よ

り
、申
請
し
た
日
の
翌
月
か
ら
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
経
過
措
置
対
象
者
】

・
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

保
護
者

・
平
成
18
年
度
に
小
学
校
４
年
生

～
６
年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者

◇
小
学
校
４
年
生
の
児
童
が
い

る
保
護
者
の
う
ち
、平
成
18
年
３

月
ま
で
庄
原
市
で
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、

資
格
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
申
請
者(

保
護
者)

の
保
険
証

・
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵

便
局
は
不
可
）

◇
平
成
18
年
度
に
小
学
校
５
・
６

年
生
の
児
童
が
お
り
、そ
の
弟
あ

る
い
は
妹
分
の
児
童
手
当
を
現

在
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
印

鑑
の
み
で
結
構
で
す
。

◇
右
記
３
つ
の
ほ
か
に
、児
童
の

住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
る
と
、

そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員

の
住
民
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
１
月
１
日
あ
る
い
は

平
成
17
年
１
月
１
日
に
申
請
者

の
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
分
の
所
得
額

証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
手
続
き
に
必
要
な
も
の

で
今
す
ぐ
入
手
で
き
な
い
も
の

が
あ
っ
て
も
、申
請
書
だ
け
提
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、入
手
ま
で

の
一
定
期
間
、申
請
書
を
提
出
し

た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
続
き

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。児
童

福
祉
課
ま
た
は
支
所
保
健
福
祉

係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

鈎
0
8
2
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納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197
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[住民基本台帳登載人口]
○人　口　43,411人（前年比－624人）
　　男　　20,575人（前年比－326人）
　　女　　22,836人（前年比－298人）
○世帯数　16,274世帯（前年比＋7世帯）
[外国人登録人口]
○人　口　296人（前年比＋4人）
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●第２回絵手紙大賞展
　7日（土）～10日（火） 
　10時～17時　※入場無料
●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　電話0824-72-4347(白川)

　生涯学習課社会教育係　電話0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　電話0824-73-1179

※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み

　ください。使用料はいりません。

情報 Ｂ Ｏ Ｘ

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」

10月の
展示案内

日　　程 場所および時間

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

総領
地域

毎月第１～第４火曜日
９月5・12・19・26日
10月3・10・17・24日

毎月第１・第３木曜日
９月7・21日
10月5・19日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第１・第３木曜日
９月7・21日
10月5・19日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第４木曜日
９月28日・10月26日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第４木曜日
９月28日・10月26日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第４木曜日
９月28日・10月26日

13時50分～14時比和支所………

毎月第２水曜日
９月13日・10月11日

9時40分～9時50分総領支所………
（スクールバス駐車場）

※10月31日は第5火曜日で、引き取りはありません。

犬・猫の
引き取り

9・10月の犬・猫の引き取りは、次の日程で

実施します。なお、手続きには認印が必要

ですので、持参してください。 

献血の
ご案内

献血を、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市

10月9日（月） 10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

10月の
庄原地域の市街地で、
毎月9日に開催される市です。

9月12日（火）
13日（水） 東城支所

10時～11時30分

12時30分～15時

実施日 会　場 受付時間

9月10日（日）
17日（日）
18日（月）
23日（土）
24日（日）

10月1日（日）

田 渕 医 院
藤 野 医 院
毛 利 医 院
備北ななつか病院
林 医 院
庄原赤十字病院

0824-72-3900
0824-72-4646
0824-72-2863
0824-75-2070
0824-72-0121
0824-72-3111

診療所名月日

●庄原地域

9月・10月の休日診療については、
次のとおりです。

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります

電話番号

9月10日（日）
17日（日）
18日（月）
23日（土）
24日（日）

10月1日（日）

こぶしの里病院
東 城 病 院
瀬 尾 医 院
こぶしの里病院
細 川 医 院
東 城 病 院

08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0023
08477-2-5255
08477-2-0054
08477-2-2150

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内

「ふれあい市長室」の日程

鈎0824－75－4411
【9月のイベント情報】

ゆめさくら交流ホール・実技体験室は、料理講座・体験
講座・作品展示会・研修会議等にご利用いただけます。
申し込み・問い合わせは事務室まで。

■と　き 9月9日（土）９時～12時

　　　  10月14日（土）13時～16時

■ところ 9月：口和支所10月：高野支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課  
　へお願いします。
■問い合わせ　情報推進課広報統計係

　鈎０８２４-７３-１１５９

●庄原フォトカーニバルコンテスト入賞作品展
期　間　9月1日（金）～30日（土）　

●そば打ち体験講座
と　き　9月10日（日）13時30分～16時
参加費　1,000円　定員　20人（10歳以上）

●ゆめさくら手作り講座～手作りパン講座～
と　き　9月16日（土）13時30分～16時
講　師　荒井　武さん（米麦工房21めぐみ店長）
参加費　1,500円　定員　20人

●陶芸体験講座～土から作るオリジナルの器～
と　き　9月23日（土）13時30分～16時
参加費　1,500円　定員　20人

備北丘陵公園

備北公園管理センター

鈎0824-72-7000

月日 診療所名

　古代の土器にふれ、古代人の暮らした帝釈峡を
探検してみませんか。

と 　 き：9月24日（日）、10月1日（日）
と こ ろ：時悠館研修室
対　象　者：小学校４年生から中学校３年生
募集人数：15人
問い合わせ：時悠館 08477－6－0161

考古学体験こども教室考古学体験こども教室考古学体験こども教室時悠館

糸

～150万本のコスモスいっぱい！～

「秋まつり」開催!!

　今年も秋の恒例イベント「秋まつり」の時期を迎
えました。150万本のコスモスの開花にあわせて、
秋の花火大会やミニコンサート、県内の人気神楽団
による神楽の上演、園内のコスモスを使ったクラフ
ト体験など、様々な催し物で皆様をお待ちしており
ます！

◎3,000発の「秋の花火大会」　9月30日（土）19時～
◎瀬木貴将　ケーナ＆ピアノコンサート　10月1日（日）
　そのほか、秋まつりの詳細なイベント日程につきましては、電話もしくは公園ホーム
ページ（http://www.bihoku-park.go.jp/）にてご確認ください。

９月16日（土）～10月22日（日）
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商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

世界一の餅つき、和牛の炭火焼き、歌謡ショー、特産品販売な

ど、庄原の秋祭りは内容充実。秋祭りを巡って、実りの秋、食

欲の秋、芸術の秋・・・それぞれの秋を満喫しましょう。

　総領町最大のお祭「おいでん祭」。今年も、メイン会場となる
総領健康福祉センター横芝生広場では、自治振興区による出店
や地元特産品などの販売があるほか、一度に一石（150kg）の餅
を巨大な杵と臼でつきあげる「世界一の餅つき」が楽しめます。
また、ステージでは、地域の皆さんによる歌や踊り、郷土芸能な
どの披露をはじめ、恒例のＲＣＣラジオの公開録音では歌手の
大泉逸郎さんと南かなこさんの歌を堪能できます。また、総領
文化会館では、里山総領芸術展と銘打って、地域の皆さんが作
成された手芸品や工芸品、芸術作品の展示を行います。盛りだ
くさんの内容で大人から子どもまで楽しめる祭りです。
と　き　10月１日（日）　9時45分～
ところ　総領健康福祉センター横芝生広場・総領文化会館
問い合わせ
里山を楽しむ町イベント実行委員会
鈎0824－88－3060（総領支所地域振興課内）

　実りの秋を祝う祭り。野菜や
手作りのお菓子の販売などの出
店や、大人から子どもまで楽し
めるイベントが盛りだくさん。
と　き　10月22日（日）
ところ　西城球技場
問い合わせ
西城支所地域振興課
鈎0824－82－2121

　東城の産業、商業、文化の祭典。東城小
学校をメイン会場に行われます。今年は、
山陽女学園高等部のバトン部・マーチン
グ部や中国スーパー雑技団が華麗な技を
披露してくれます。また、歌謡ステージは『瀬
口侑希』さん。その他、○×クイズやお楽
しみ抽選会など充実のステージです。屋
台テントや展示広場での作品も並びますよ。
と　き　10月22日（日）　9時～
ところ　東城小学校グラウンド
問い合わせ
ふれあい東城まつり実行委員会
鈎08477－2－5211

　2年に1度開催するこのお祭りは、口和地域のシ
ンボルである「牛」をテーマにした一大イベントで
す。会場内では、和牛の炭火焼き、牛もも肉の丸焼
きのほか、地元特産品も数多く販売します。また、
和牛の大行進や郷土芸能、神野美伽さんのステー
ジショーなど盛りだくさんです。お徳な炭火焼肉
の前売券2,200円（200g）、2,500円（250g）があ
ります。
と　き　10月7日(土)　10時～、8日(日)　9時～
ところ　口和総合運動公園
問い合わせ
口和モーモー祭実行委員会
鈎0824－87－2111（口和支所地域振興課内）

おいでん祭

西城ふるさと祭り

第14回比和やまびこ祭

第24回ふれあい東城まつり

第10回口和モーモー祭

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容

■国民年金保険料免除制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるりしょうばらカメラレポート・・・・・・・・・・

■庄原市職員を募集します・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■公衆無線LAN運用開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■医療費などの自己負担が変わります・・・・・・・・

■秋の行政相談週間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■忘れていませんか？予防接種・・・・・・・・・・・・・・

■熱く燃えた庄原の夏祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■記録的な豪雨災害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成18年度市政懇談会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■シリーズ市の台所事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■「パトカーの駅」が設置されました・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　地元比和中学校生徒による広
島県無形民俗文化財「比和牛供
養田植え」の披露や、比和特産の「そ
ば」早食い競争などのイベント
が行われます。また、広島牛の丸
焼きをはじめとする各種バザー
もいっぱいです。
と　き　10月22日（日）   9時～
ところ　比和総合運動公園
問い合わせ
比和やまびこ祭実行委員会
鈎0824－85－3000（比和支所地域振興課内）

8／26　よいとこ大パレード

響け庄原の夏祭り響け庄原の夏祭り

SHOBARA YOITOKO MATSURI 2006 [BU-YU-DEN]
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